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日本山岳会

自然保護活動指針について
自然保護委員会

2004年 9月 、自然保護委員会発足40周年を期して上高地で開

催された全国集会において、「日本山岳会自然保護活動のこれ

から」が真剣に論じられ、さらに集会に参加できなかった支部

を含め全国各支部から多くの意見が寄せられました。自然保護

委員会はこれらの意見を基に議論を重ね、それを「指針 (案 )」

としてまとめ本年 4月 9日 東京 0高尾で開催された自然保護全

国集会に提案しました。集会では自然保護活動の在り方につい

て熱心な討議が行われ、その結果が新たな活動指針として参加

者の合意を得、そのうえで4月 理事会にて承認されました。自

然保護委員会、全国各支部の自然保護委員そしてすべての山岳

会会員が力を合わせ山の自然を護るための活動指針としてこ

こにお不しします。

(篠崎 仁、山川陽―)

日
本
山
岳
会

自
然
保
護
活
動
指
針

二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
地
球
環
境
問

題
は
人
類
最
大
の
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
然
保
護
も
生

物
多
様
性
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止

を
意
識
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
て
い
る
。
か
か
る
時
代
背
景
の
も
と
、

山
地
や
森
林
が
国
土
の
７０
で
を
占
め
る

わ
が
国
に
お
い
て
、
そ
こ
を
活
動
の
フ

ィ
ー
ル
ド
と
す
る
日
本
山
岳
会
に
と
っ

て
は
、
山
岳
地
域
の
自
然
保
護
は
最
重

要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

地
球
サ
ミ
ッ
ト
と
時
を
同
じ
く
し
て

１
９
９
２
年
に
発
表
さ
れ
た

「日
本
山

岳
会
自
然
保
護
委
員
会
の
行
動
指
針
」

は
、
先
達
の
優
れ
た
先
見
性
の
ゆ
え
に

今
日
な
お
陳
腐
化
す
る
こ
と
な
く
正
鵠

を
射
て
い
る
。
１
０
０
周
年
記
念
の
こ

の
年
、
こ
の
方
針
を
自
然
保
護
委
員
会

の
行
動
レ
ベ
ル
か
ら
さ
ら
に

一
段
進
め

て
日
本
山
岳
会
が
山
の
自
然
環
境
保
全

に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
の
ア
ク
テ
　
ー

ィ
ブ
な
指
針
と
し
て
、
こ
こ
に

「日
本
　
晰

山
岳
会
自
然
保
護
活
動
指
針
」
を
会
員

全
員
に
対
し
て
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ

る

。
Ｉ
．
理
念

１
。
地
球
環
境
を
現
在
以
上
に
悪
化
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
健
全

な
生
態
系
の
維
持
や
復
元
に
積
極
的
に

貢
献
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

２
．
わ
が
国
の
山
々
は
、
世
界
的
に
見

て
も
多
様
な
自
然
環
境
を
含
む
貴
重
な

存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
破
壊
か
ら
守

っ

て
永
く
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
現
在

の
わ
れ
わ
れ
山
岳
人
の
責
務
で
あ
る
。
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３
．
登
山
行
為
に

は
時
に
自
然
破
壊

や
干
渉
を
伴
う
恐

れ
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
行
動
に

あ
た
っ
て
は
そ
の

最
小
化
を
常
に
心

掛
け
る
。

４
．
山
岳
地
帯
お

よ
び
そ
れ
に
か
か

わ
る
自
然
の
乱
開

発
を
監
視
し
、
過

剰
な
利
便
性
の
追

及
や
経
済
優
先
政

策
に
よ
っ
て
わ
が

国
の
山
々
が
荒
廃

す
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
積
極
的
に
行

動
す
る
。

５
。
海
外
登
山
に

際
し
て
は
自
然
環

境
の
保
全
を
基
本

的
な
条
件
と
し
、

そ
の
国
の
文
化
を

尊
重
し
、
ま
た
、

人
々
の
生
活
を
乱

さ
な
い
よ
う
に
特

に
配
慮
す
る
。

Ⅱ.活動の指針

1。 主たる活動分野

指 針 範 例

(1)乱開発・自然破壊等

社会的問題に対する抑

止力としての活動

・ 支部のアンテナ機能の発揮、

本部委員会との緊密な連携

により問題が顕在化 しない

段階で対策を講じる。(要望

書・意見書の提出など)。

・ 上高地西穂ロープウエー計画 (1963)

・ 南アルプススーパー林道開発問題

(1982)

・ 長野五輪スキーコース 岩菅山開発

計画 (1990)

・ 鳥海山南麓スキー場開発計画 (1997)

(2)登山者自身に起因する

環境問題

・ 日本山岳会会員は、全員が

基本マナーを守 り自然保護

の見識を持ち範を示す。

・ オTバーユースによる環境

破壊は対症的対策と併せて、

一極集中を避ける根本対策

が重要。

・ ゴミとトイレ

『山の トイレマナーノー ト』の作成

・ 登山道の荒廃

・ 高山植物の踏み荒らし

早池峰インターハイ問題 (1999)

・ 入山規制

(3)復元と再生の実践活動 ・ 自ら自然保護の主体者とな

って汗を流して行なう実践

的活動。

・活動の活性化、発展のため

に、JAC会員のみならず広く

一般賛同者を包含した活動

とする。

・ 森林ボランティア活動

白神山地ブナ林再生事業

高尾の森づくり活動

猿投の森づくり活動

・ 大山山項の植生復元

(4)啓発と教育 ・ 日本山岳会会員、一般登山

者、青少年など対象別の活

動を行う。

(印刷物の作成。シンポジウ

ム、勉強会、自然観察会の

開催。)

・ 機関紙「木の目草の芽」の発行

・ 会報「山」の活用

・ 山のフィール ドマナーノー ト、山の

トイレマナーノー トの発行

・ 上高地インタープリター活動 (山の

自然学研究会)

・ 公開シンポの開催

高山植物盗掘防止 (1998)

・ ホームページの活用

・ フォーラムインの活動

・ 子どもキャンプ

輻 2
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２
．
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め

一

」（１
）自
然
保
護
委
員

（本
部
、
支
部
）

は
上
記
各
活
動
分
野
に
わ
た

っ
て
、

″行
動
す
る
委
員
″
と
し
て
の
活
動
、

そ
し
て
そ
の
た
め
の
良
識
、
行
動
力
が

期
待
さ
れ
る
。

（２
）
各
支
部
は
、
自
然
保
護
委
員
の
選

定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
可
能
な
限
り
支
部

自
然
保
護
委
員
会
を
構
成
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
各
支
部
は
支
部

独
自
の
自
然
保
護
活
動
が
尊
重
さ
れ
る

が
、
自
然
保
護
委
員
会

（本
部
）
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
必

要
に
応
じ
連
携
プ
レ
ー
に
よ
っ
て
活
動

の
効
果
を
高
め
る
。

（３
）
内
外
の
利
害
関
係
者
が
存
在
す

る
場
合
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
動
が

制
約
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
払
う
。

（４
）
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
他
の
団
体
と
の
共
同

歩
調
も
考
慮
す
る
。

（５
）
特
定
専
門
分
野
に
つ
い
て
継
続

的
な
活
動
が
必
要
な
場
合
は
、
委
員
会

の
組
織
を
越
え
て
広
く
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
及

び
会
員
外
の
賛
同
者
や
専
門
分
野
の
知

識
経
験
保
有
者
を
募
る
こ
と
も
考
え
る
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
検
討
も
進
め
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
日
本
山

岳
会
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
自
然
保
護
活

動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で
あ
る
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念

「自
然
保
護
の
集
い
」
開
催

４
月
９
日
、

１０
日
の
両
日
、
自
然
保

護
委
員
会
主
催
に
よ
る
日
本
山
岳
会
創

立
１
０
０
周
年
記
念

「自
然
保
護
の
集

い
」
が
東
京
高
尾
で
開
催
さ
れ
た
。
″森

林
と
人
間
の
共
生
″
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

初
日
は
全
国
集
会
と
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

２
日
目
は
第
５
回
高
尾
の
森
植
樹
祭
が

盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

初
日
の
会
場
は
４
月
１
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
東
京
都
の
野
外
活
動

施
設
「高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
」
。

午
前
中
は
、
全
国
の
自
然
保
護
委
員
並

び
に
自
然
保
護
に
関
心
の
深
い
Ｊ
Ａ
Ｃ

会
員
諸
兄
姉
を
集
め
て

「自
然
保
護
全

国
集
会
」
（７０
名
参
加
）
が
行
わ
れ
た
。

提
示
さ
れ
た
原
案
を
も
と
に
こ
れ
か
ら

の
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

「日
本
山
岳
会
自
然
保
護
活
動
指
針
」

と
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
満

場

一
致
で
確
認
さ
れ
た
。
（本
文
前
掲
参

照
）
今
後
は
、
本
指
針
に
基
づ
い
て
如

何
に
行
動
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
。

午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
劇
団
ふ
る
さ
と
き

ゃ
ら
ば
ん
演
ず
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「天

狗
の
隠
れ
里
」
は
、
地
球
温
暖
化
と
森

林
の
は
た
ら
き
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

で
、
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
会
員
家
族
、

こ
ど
も
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
、
近
隣
の
小

学
生
な
ど
会
場
を
埋
め
た
４
５
０
名
の

招
待
者
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
。
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（１
３
０
名
参
加
）

は
、
東
大
名
誉
教
授
岩
槻
邦
男
氏
に
よ

る
基
調
講
演

「人
は
植
物
と
ど
う
付
き

合
う
か
」
に
続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「こ
れ
か
ら
の
日
本
の
森
づ

く
り
の
あ
り
方
を
探
る
」
が
行
な
わ
れ
、

藤
本
常
務
理
事
の
名
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
で
、
森
林
行
政
か
ら
生
物
多
様
性

に
至
る
幅
広
い
議
論
が
会
場
の
参
加
者

を
交
え
て
行
な
わ
れ
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
。

第
２
日
は
場
所
を
裏
高
尾
小
下
沢
国

有
林
に
移
し
て
の
植
樹
祭
で
あ
る
。
総

勢
４
５
０
名
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
参
加

者
が
１０
時
に
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た
小
下

沢
ベ
ー
ス
の
メ
イ
ン
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
。
今
年
用
意
さ
れ
た
苗
木
は
２
千

本
の
広
葉
樹
。
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
に
引

率
さ
れ
急
斜
面
の
植
栽
地
で
心
を
込
め

た
植
樹
を
行
い
、
そ
の
後
は
ベ
ー
ス
に

戻

っ
て
ト
ン
汁
に
舌
鼓
を
打
つ
人
、
今

ま
で
植
え
た
植
栽
地
を
訪
ね
る
人
な
ど
、

各
自
思
い
思
い
に
爛
漫
の
春
を
満
喫
し

た
１
日
で
あ

っ
た
。

全
国
集
会
で
の
平
山
会
長
挨
拶
要
旨

「今
日
自
然
環
境
は
大
変
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
私
達

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
私
は
、
ま

さ
に

一
人

一
人
の
自
覚
と
行
動
が
大
切

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
年
日
本
山
岳

会
自
然
保
護
委
員
会
は
発
足
４１
年
目
を

迎
え
ま
す
。
日
本
山
岳
会
は
、
本
来
登

山
の
会
な
の
で
、
登
山
以
外
あ
ま
り
関

心
が
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
、
自
然
保

護
な
ど
は
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
時
代

も
長
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
　
３

自
然
保
護
活
動
も
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
、
鶉

こ
れ
か
ら
育

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
育

っ
て
い
く
中
で
風
当
た
り
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
立
派
な
成
果
を

あ
げ
て
、
日
本
山
岳
会
の
大
き
な
仕
事

と
な
る
よ
う
な
形
で
ご
活
躍
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
良
い
結
果
が

で
る
よ
う
良

い
会
議
に
し
て
く
だ
さ

い
。」

最
後
に
、
本
行
事
を
開
催
す
る
に
当

た
っ
て
準
備
に
携
わ
っ
た
多
く
の
方
た

ち
、
並
び
に
、
多
大
な
ご
支
援
を
項
い

た
協
賛
団
体
各
位
に
紙
面
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（山

川
　
陽

一
）
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関西支部と山陰支部との合同踏査 (赤岩の頭で:05年 4月 3日 )

が判明したので、さらにこの区間を16区分して追加実

施することにした。

05年 2月 時点で、全50区間のうち31区 間がすでに

踏査されている。支部報へは、藪山歩きの新たな楽し

さや、ルート選定の困難さ等が逐一報告されているが、

全区間踏査の暁には、あらためて踏査リストを支部報

に掲載することとしている。

中央分水嶺に刺激されて、支部内には支線の分水嶺

踏査の話が持ち上がった。すなわち、大阪湾と伊勢湾

への分水嶺、瀬戸内海と太平洋の分水嶺等である。そ

の一環として、大峰山奥駆道を中心とした古来の修験

山嶺の全区間を辿る計画を、70周年事業に位置付けて

実施したところ、そのメインルートはほぼ全区間の踏

査を終了しようとしている。さらに、今年は四国の分

水嶺踏査をやろうと盛り上がっているところだ。

分水嶺のおかげで、支部山行の機会が増すとともに、

新しい仲間が増えているので、これを機会に、支部活

性化に努めていきたいと思っている。

西に行けば行くほどブッシュがきつく、またアプロ

ーチにも時間を要するので、 2、 3泊するつもりで一

挙に 2、 3区間をまとめて踏査することも必要となる

であろう。ブッシュが寝ているこの残雪期を逃すと、

次の秋・冬までかかることになるが、全区間踏査に向

けて引き続き積極的に取り組みたい。 (金井 良碩)

ギャラリーは、ゴルファー?!

埼玉・長野・群馬県境の三国峠から甲武信岳、金峰

山を経て、奥秩父西端、山梨・長野県境の野辺山まで。

これが、山梨・静岡両支部に示された、分水嶺踏査計

画である。このうち、大弛峠～野辺山間を山梨支部が

担当することで静岡支部との合意をみた。昨年 7月 24
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日には大弛小屋で、静岡支部との情報交換会を盛大に

行った。

当支部も会員の高齢化が進んでおり、在籍者は多い

が実働部隊が少ない。可能なかぎり多くの会員が参加

できるよう、担当する行程を、A区間 (大弛峠～金峰

山～八丁平)、 B区間(八丁平～小川山～萱ダワ)、 C区

間 (萱ダワ～信州峠)、 D区間 (信州峠～横尾山～野辺

山)の 4区間に分割した。

核心部はB区間で、距離が長く標高差もあり、しか

も信州峠～小川山間は踏跡も不明瞭であることから、

萱ダワまでは調査を2回、さらに信州峠～松ネッコ間

についてはルートエ作を4回行った。D区間は、標高

差はないものの距離が長く、夏季は草丈が長く歩行困

難が想定された。しかし、同事業の最終区間でもある

ため多数の会員参加を期待して、中間の三沢の大タル

で 2分割し (信州峠方面をDl、 野辺山方面をD2)、 2

隊に分かれて、同時調査を行うこととした。野辺山周

辺は、分水嶺がゴルフコース内にあるため、事前に趣

旨を説明し、了解を得たうえで実施した。隣接するホ

テルからは建物内の通過も許されたが、さすがにこれ

は遠慮した。長野県の川上村役場や筑波大学演習林の

通行許可を得て、アプローチに林道を利用し車で入山

できたことは、踏査時間の短縮に役立った。

04年 4月 6日 、C区間で支部踏査の幕を開けた。 7

月のA区間踏査は、登山道が整備されていることもあ

り、多数の参加を得て実施。10月 2日 には、熊本支部

との衛星交信にも参加した。そして12月 18日 、Dl踏

査は雪もなく、萱が倒れ登山道が不明瞭な箇所があっ

たが、無事終了。D2踏査は、清里アーリーバードゴ

ルフ場のコースを、プレーヤーの了解を得て踏査し、

野辺山鉄道最高点に到達。山梨支部の分水嶺踏査は、

調査も含め14日 間、延べ77名の会員の参加を得て、完

了した。              (坂 本 桂)

饒 6

ゴルフ場が分水嶺 (会員が立っている場所 )

・藩
鮮
一̈一
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２
。
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め

）
」（１

）自
然
保
護
委
員

（本
部
、
支
部
）

は
上
記
各
活
動
分
野
に
わ
た

っ
て
、

″行
動
す
る
委
員
″
と
し
て
の
活
動
、

そ
し
て
そ
の
た
め
の
良
識
、
行
動
力
が

期
待
さ
れ
る
。

（２
）
各
支
部
は
、
自
然
保
護
委
員
の
選

定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
可
能
な
限
り
支
部

自
然
保
護
委
員
会
を
構
成
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
各
支
部
は
支
部

独
自
の
自
然
保
護
活
動
が
尊
重
さ
れ
る

が
、
自
然
保
護
委
員
会

（本
部
）
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
必

要
に
応
じ
連
携
プ
レ
ー
に
よ
っ
て
活
動

の
効
果
を
高
め
る
。

（３
）
内
外
の
利
害
関
係
者
が
存
在
す

る
場
合
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
動
が

制
約
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
払
う
。

（４
）
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
他
の
団
体
と
の
共
同

歩
調
も
考
慮
す
る
。

（５
）
特
定
専
門
分
野
に
つ
い
て
継
続

的
な
活
動
が
必
要
な
場
合
は
、
委
員
会

の
組
織
を
越
え
て
広
く
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
及

び
会
員
外
の
賛
同
者
や
専
門
分
野
の
知

識
経
験
保
有
者
を
募
る
こ
と
も
考
え
る
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
検
討
も
進
め
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
日
本
山

岳
会
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
自
然
保
護
活

動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で
あ
る
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念

「自
然
保
護
の
集
い
」
開
催

４
月
９
日
、

１０
日
の
両
日
、
自
然
保

護
委
員
会
主
催
に
よ
る
日
本
山
岳
会
創

立
１
０
０
周
年
記
念

「自
然
保
護
の
集

い
」
が
東
京
高
尾
で
開
催
さ
れ
た
。
″森

林
と
人
間
の
共
生
″
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

初
日
は
全
国
集
会
と
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

２
日
目
は
第
５
回
高
尾
の
森
植
樹
祭
が

盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

初
日
の
会
場
は
４
月
１
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
東
京
都
の
野
外
活
動

施
設
「高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
」
。

午
前
中
は
、
全
国
の
自
然
保
護
委
員
並

び
に
自
然
保
護
に
関
心
の
深
い
Ｊ
Ａ
Ｃ

会
員
諸
兄
姉
を
集
め
て

「自
然
保
護
全

国
集
会
」
（７０
名
参
加
）
が
行
わ
れ
た
。

提
示
さ
れ
た
原
案
を
も
と
に
こ
れ
か
ら

の
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

「日
本
山
岳
会
自
然
保
護
活
動
指
針
」

と
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
満

場

一
致
で
確
認
さ
れ
た
。
（本
文
前
掲
参

照
）
今
後
は
、
本
指
針
に
基
づ
い
て
如

何
に
行
動
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
。

午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
劇
団
ふ
る
さ
と
き

ゃ
ら
ば
ん
演
ず
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「天

狗
の
隠
れ
里
」
は
、
地
球
温
暖
化
と
森

林
の
は
た
ら
き
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

で
、
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
会
員
家
族
、

こ
ど
も
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
、
近
隣
の
小

学
生
な
ど
会
場
を
埋
め
た
４
５
０
名
の

招
待
者
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
。
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（１
３
０
名
参
加
）

は
、
東
大
名
誉
教
授
岩
槻
邦
男
氏
に
よ

る
基
調
講
演

「人
は
植
物
と
ど
う
付
き

合
う
か
」
に
続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「こ
れ
か
ら
の
日
本
の
森
づ

く
り
の
あ
り
方
を
探
る
」
が
行
な
わ
れ
、

藤
本
常
務
理
事
の
名
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
で
、
森
林
行
政
か
ら
生
物
多
様
性

に
至
る
幅
広
い
議
論
が
会
場
の
参
加
者

を
交
え
て
行
な
わ
れ
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
。

第
２
日
は
場
所
を
裏
高
尾
小
下
沢
国

有
林
に
移
し
て
の
植
樹
祭
で
あ
る
。
総

勢
４
５
０
名
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
参
加

者
が
１０
時
に
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た
小
下

沢
ベ
ー
ス
の
メ
イ
ン
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
。
今
年
用
意
さ
れ
た
苗
木
は
２
千

本
の
広
葉
樹
。
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
に
引

率
さ
れ
急
斜
面
の
植
栽
地
で
心
を
込
め

た
植
樹
を
行
い
、
そ
の
後
は
ベ
ー
ス
に

戻

っ
て
ト
ン
汁
に
舌
鼓
を
打
つ
人
、
今

ま
で
植
え
た
植
栽
地
を
訪
ね
る
人
な
ど
、

各
自
思
い
思
い
に
爛
漫
の
春
を
満
喫
し

た
１
日
で
あ
っ
た
。

全
国
集
会
で
の
平
山
会
長
挨
拶
要
旨

「今
日
自
然
環
境
は
大
変
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
私
達

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
私
は
、
ま

さ
に

一
人

一
人
の
自
覚
と
行
動
が
大
切

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
年
日
本
山
岳

会
自
然
保
護
委
員
会
は
発
足
４１
年
目
を

迎
え
ま
す
。
日
本
山
岳
会
は
、
本
来
登

山
の
会
な
の
で
、
登
山
以
外
あ
ま
り
関

心
が
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
、
自
然
保

護
な
ど
は
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
時
代

も
長
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
　
３

自
然
保
護
活
動
も
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
、
趙

こ
れ
か
ら
育

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
育

っ
て
い
く
中
で
風
当
た
り
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
立
派
な
成
果
を

あ
げ
て
、
日
本
山
岳
会
の
大
き
な
仕
事

と
な
る
よ
う
な
形
で
ご
活
躍
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
良
い
結
果
が

で
る
よ
う
良

い
会
議
に
し
て
く
だ
さ

い
。」

最
後
に
、
本
行
事
を
開
催
す
る
に
当

た
っ
て
準
備
に
携
わ

っ
た
多
く
の
方
た

ち
、
並
び
に
、
多
大
な
ご
支
援
を
項
い

た
協
賛
団
体
各
位
に
紙
面
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（山

川
　
陽

一
）
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② 名古屋市今池ガスビル大ホール

③ 式典及び講演 東海支部の足跡

④ 御在所岳 集中登山

⑤ 8,000円 (宿泊費は別)

⑥ 星一男

⑦ 〒460-0014名古屋市中区富士見町8-8
0MCビルBl 日本山岳会 東海支部内

③ 052-322-7924

⑨ room01qac…tokai.ip

⑩ 9月 30日 (金 )

●関西ブロック式典 (関西支部)

① ll月 5日 (土)13:30～

② 和歌山県高野山

③ 式典及び講演 高野山大学2階

(1)「河口慧海の道を追う」

高野山大学教授 奥山道司氏

(2)「役行者と修験道」

金峯山宗務総長 田中利典氏

懇親会並びに宿泊 遍照光院

④ (A)檀上伽藍～町石道 (B)女 人道～高野三山

⑤ 10,000円 (1泊 3食 )

⑥ 日本山岳会 関西支部

⑦ 〒537-0014大 阪市東成区大今里西 2-5-12

大阪セルロイド会館19号

③ 06-6971-8067   .■ 11

⑨ iac―ks@m4。 kcnone.jpl:||||||111:

⑩ 10月 5日 (振込〆切|)|:||||:

「ブロック別式典開催のお知らせ」(その 2)
式典委員会

日本山岳会創立100周年を記念して、10月 15日 に東京において総合式典が開催されるのに併せて、全国を

8つのブロックに分けて式典及び記念山行が実施される。

各ブロックに属する会員はもとより、首都圏及び他ブロックの会員の参加も期待されているので、全国各

地から奮って参加されたい。

各ブロックの開催要領を2回に分けて ([そ の 1]東北、京岐北陸、九州、北海道)([そ の 2]フ ォッサマ

グナ、中国、東海、関西)紹介する。各項目の数字は、①第 1日 開催日時、②場所、③内容、④第 2日 山行、

⑤参加費、⑥申込先氏名、⑦住所、③FAX、 ⑨E―mail、 ⑩申込〆切日をあらわす。

申込みは文書で、郵送、FAXま たはE…mailで 行うこと。

[その 2]

●フォッサマグナブロック式典 (越後、信濃、静岡、

山梨各支部 )

① 9月 17日 (土)15:00～

② 新潟県岩船郡関川村「御宿玄太郎」

③ 式典及び講演 小野健氏

④ 三角点山登山

⑤ 15,000円

⑥ 事務局 横山征平

⑦ 〒959-3265岩 船郡関川村下関1100-1

③ 0254-64-0469

⑨ なし

⑩ 8月 20日 (土 )

●中国ブロック式典 (広島、山陰各支部)

① 9月 17日 (土)13:30～ 17:45

② 講演会「南極」中国電力本社ホール (13:30～

16:00)

③ 式典 八丁堀シャンテ (17:00～17:45)

④ 宮島 爾山 (529.8m)

⑤ 6,000円 (宿泊の場合 プラス7,000円 )

⑥ 兼森志郎

⑦ 〒730-0041 広島市中区小町2-28-703

③ 082-248-3586

⑨ kanemoA@miipublicsecom

⑩ 8月 31日 (水 )

●東海ブロック式典 (東海支部)

① 10月 29日 (土)17:00～

膜 4
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１
０
０
周
年
記
念
事
業

会
員
募
金
並
び
に
有
志
募
金
の
御
礼
と
お
願
い

募
金
委
員
会

こ
の
度
の
日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し

て
、
広
く
会
員
の
皆
様
に
募
金
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
所
、
多
く
の
方
々
の
ご

賛
同
を
得
ま
し
て
、
多
額
の
募
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

１
、
会
員
募
金
に
つ
い
て

一
昨
年
の
総
会
ご
案
内
の
折
に
、
１

年
に
つ
い
て
３
千
円
、
３
年
間
で
計
９

千
円
の
募
金
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

本
年
３
月
に
改
め
て
募
金
の
お
願
い
を

致
し
ま
し
た
。
既
に
約
１
７
０
０
名
の

方
が
９
千
円
の
募
金
に
応
じ
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
又
、
３
千
円
と
６
千
円
の

募
金
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
方
を
合
わ
せ

ま
す
と
、
約
３
２
０
０
名
の
方
が
何
ら

か
の
形
で
募
金
し
て
下
さ
り
、
全
会
員

の
５５
イ

を
越
え
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の
遂
行
に
あ
た
り
、
大
切
な
財
源

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
だ
募
金
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
に
も
、
趣
旨
を
お
汲
み
取
り
い

た
だ
き
、
是
非
会
員
募
金
に
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
、
有
志
募
金
に
つ
い
て

で
き
る
だ
け
大
勢
の
会
員
の
方
々
に

募
金
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
年
３
回
、

計
９
千
円
の
会
員
募
金
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
同
時
に
今
ま
で
日
本
山

岳
会
で
色
々
な
形
で
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
に
有
志
と
し
て
の
募

金
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
所
、
多
額
の

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
紙
面
に
お
名
前

を
記
し
て
感
謝
の
印
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（敬
称
略
、
会
員
番
号
順
、
４
月
１９
日

現
在
）

３０
万
円
以
上

（３
名
）

平
山
善
吉
、
平
位
剛
、
鰺
坂
青
青

２０
万
円
以
上

（５
名
）

芳
賀
孝
郎
、
平
林
克
敏
、
橋
本
清
、
山

川
陽

一
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
支
部
懇
談
会

（熊
本
）

１０
万
円
以
上

（１９
名
）

村
木
潤
次
郎
、
大
塚
博
美
、
坂
本
矩
祥
、

赤
羽
孝

一
郎
、
日
下
田
賞
、
小
倉
茂
暉
、

竹
田
寛
次
、
田
辺
寿
、
村
井
龍

一
、
大

森
薫
雄
、
斉
藤
惇
生
、
宮
下
秀
樹
、
久

保
田
保
雄
、
田
中
文
男
、
深
川
安
明
、

李
仁
禎
、
井
上
功
、
斉
藤
茂
昭
、
吉
澤

謙

一

５
万
円
以
上

（５０
名
）

小
須
田
喜
夫
、
小
倉
重
子
、
松
田
雄

一
、

杉
野
目
浩
、
阿
部
和
行
、
河
西
瑛

一
郎
、

岩
坪
五
郎
、
奥
原
教
永
、
庄
司
駒
男
、

中
村
保
、
中
野
和
郎
、
宗
賞
慶
子
、
長

尾
悌
夫
、
練
木
允
雄
、
高
田
允
克
、
川

崎
巌
、
宮
崎
紘

一
、
木
戸
繁
良
、
田
村

俊
介
、
湯
浅
道
男
、
菊
池
修
身
、
小
川

武
、
石
田
要
久
、
贄
田
統
亜
、　
一
カ
英

夫
、
今
村
千
秋
、
和
田
豊
司
、
羽
田
英

彦
、
篠
崎
仁
、
西
村
政
晃
、
伊
丹
紹
泰
、

内
田
博
、
黒
川
恵
、
渡
辺
雄
二
、
重
廣

恒
夫
、
高
原
三
平
、
宇
田
川
芳
伸
、
宮

川
良
雄
、
朴
元
鍾
徳
、
皇
太
子
殿
下
、

大
蔵
喜
福
、
鈴
木
敬
吾
、
宮
本
数
男
、

古
市
進
、
鳥
居
和
雄
、
野
口
い
づ
み
、

藤
本
慶
光
、
右
川
清
夫
、
井
上
彪
、
橋

本
実

３
万
円
以
上

（２０
名
）

若
林
啓
之
助
、
渡
辺
兵
力
、
鳥
居
鉄
也
、

五
十
嶋

一
晃
、
中
世
古
隆
司
、
本
田
誠

也
、
沼
田
敏
彦
、
田
中
壮
倍
、
阿
部
郁

夫
、
石
橋
正
美
、
坂
井
広
志
、
大
貫
敏

史
、
岩
瀬
秀
郎
、
藤
井
信
己
、
日
高
宗

平
、
柴
田
清
康
、
川
井
憲
二
、
大
西
雄

二
、
弓
削
達
雄
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
九
五
会

以
上

チプリ尾根避難小屋は、

まで

改修工事のためご利用できなくなります。

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願い

申し上げます0(※仮設トイレは利用できます。)

※詳細につきましては、

石川県環境安全部 自然保護課 TEL 076‐ 225Ⅲ 1478
石川県白山自然保護センター TEL 0761‐95‐5321 までお問い合わせ下さい。

%aざむLAS TRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違 う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗種アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐0∞8東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 540‐ 0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL OG6946… 9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL 052‐ 788‐ 2422

平成 17年5～9月末日 (予定)
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関西支部と山陰支部との合同踏査 (赤岩の頭で :05年4月 3日 )

が判明 したので、さらにこの区間を16区分 して追加実

施することにした。

05年 2月時点で、全50区 間のうち31区間がすでに

踏査されている。支部報へは、藪山歩きの新たな楽し

さや、ルート選定の困難さ等が逐一報告されているが、

全区間踏査の暁には、あらためて踏査リストを支部報

に掲載することとしている。

中央分水嶺に刺激されて、支部内には支線の分水嶺

踏査の話が持ち上がった。すなわち、大阪湾と伊勢湾

への分水嶺、瀬戸内海と太平洋の分水嶺等である。そ

の一環として、大峰山奥駆道を中心とした古来の修験

山嶺の全区間を迪る計画を、70周年事業に位置付けて

実施したところ、そのメインルートはほぼ全区間の踏

査を終了しようとしている。さらに、今年は四国の分

水嶺踏査をやろうと盛り上がっているところだ。

分水嶺のおかげで、支部山行の機会が増すとともに、

新しい仲間が増えているので、これを機会に、支部活

性化に努めていきたいと思っている。

西に行けば行くほどブッシュがきつく、またアプロ

ーチにも時間を要するので、 2、 3泊するつもりで一

挙に 2、 3区間をまとめて踏査することも必要となる

であろう。ブッシュが寝ているこの残雪期を逃すと、

次の秋・冬までかかることになるが、全区間踏査に向

けて引き続き積極的に取り組みたい。 (金井 良碩)

ギャラリーは、ゴルファー ?!

埼玉 0長野・群馬県境の三国峠から甲武信岳、金峰

山を経て、奥秩父西端、山梨・長野県境の野辺山まで。

これが、山梨 0静岡両支部に示された、分水嶺踏査計

画である。このうち、大弛峠～野辺山間を山梨支部が

担当することで静岡支部との合意をみた。昨年 7月 24

山 720-2005・ 5・ 20(第二種郵便物認可)

日には大弛小屋で、静岡支部との情報交換会を盛大に

行った。

当支部も会員の高齢化が進んでおり、在籍者は多い

が実働部隊が少ない。可能なかぎり多くの会員が参加

できるよう、担当する行程を、A区間 (大弛峠～金峰

山～八丁平)、 B区間(八丁平～小川山～萱ダワ)、 C区

間 (萱ダワ～信州峠)、 D区間 (信州峠～横尾山～野辺

山)の 4区間に分割した。

核心部はB区間で、距離が長く標高差もあり、しか

も信州峠～小川山間は踏跡も不明瞭であることから、

萱ダワまでは調査を2回、さらに信州峠～松ネッコ間

についてはルートエ作を4回行った。D区間は、標高

差はないものの距離が長く、夏季は草丈が長く歩行困

難が想定された。しかし、同事業の最終区間でもある

ため多数の会員参加を期待して、中間の三沢の大タル

で 2分割し (信州峠方面をDl、 野辺山方面をD2)、 2

隊に分かれて、同時調査を行うこととした。野辺山周

辺は、分水嶺がゴルフコース内にあるため、事前に趣

旨を説明し、了解を得たうえで実施した。隣接するホ

テルからは建物内の通過も許されたが、さすがにこれ

は遠慮した。長野県の川上村役場や筑波大学演習林の

通行許可を得て、アプローチに林道を利用し車で入山

できたことは、踏査時間の短縮に役立った。

04年 4月 6日 、C区間で支部踏査の幕を開けた。 7

月のA区間踏査は、登山道が整備されていることもあ

り、多数の参加を得て実施。10月 2日 には、熊本支部

との衛星交信にも参加した。そして12月 18日 、Dl踏

査は雪もなく、萱が倒れ登山道が不明瞭な箇所があっ

たが、無事終了。D2踏査は、清里アーリーバードゴ

ルフ場のコースを、プレーヤーの了解を得て踏査し、

野辺山鉄道最高点に到達。山梨支部の分水嶺踏査は、

調査も含め14日 間、延べ77名の会員の参加を得て、完

了した。              (坂 本 社)

饒 6

ゴルフ場が分水嶺 (会員が立っている場所)
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山城 と修行 者 を追 つて

福岡支部の担当は国内有数のカルスト台地の「平尾

台」から、日本三大霊山「英彦山」までと決まる。総

踏査距離約37km(地図上の平面距離)を 7区間に分

割し、04年11月 から05年 5月 までに完了することとし

た。北九州の背骨を通る福智山系と思っていたが、地

形図を眺めてその右手の稜線だということに気付かさ

れた。標高400～500mの尾根歩きはかなりのブッシ

ュが予想され、藪が落ち着く11月 30日 からのスタート

となった。平尾台のルートは一部三菱鉱山で現在でも

石灰岩を採掘しており、立ち入りが不明確のため、最

後に廻すことにした。なお、この稜線は筑豊盆地の田

川郡と海岸線に広がる京都郡の狭間にあり、昔からか

なりの往来があったことが伺える。

鎌、銘、鋸を準備し、いざ味見峠をスタートすると、

障子ヶ岳まではよく整備されたハイキングコースであ

った。見事な土塁が残り、室町後期の足利一族の山城

の跡が頂上に残る。そこから向かういくつかの山頂に

も山城が築かれていたが、ほとんどが豊臣秀吉の九州

平定により落城させられている。これらのピークを結

ぶ尾根筋は、その大部分が手入れをされていない人造

林で、下草が藪となり、かなりのアルバイトを強いら

れた。 2万 5千分の1の地形図を久しぶりにじっくり

と眺め、コンパスとGPSを駆使しながら歩くのは楽し

いものである。地形図の情報の多さには敬服するが、

現在使用されていない道や構造物が削除されてなかっ

たり、10数年前に造られた 2車線の道路が記載され

ていないなど、まだまだ不備があることに気付く。 3

回目の踏査の頃より鹿の糞が出始めた。鹿が杉、檜の

皮を食べているのである。途中、3～4kmに も及ぶ鹿

よけネットにも遭遇した。

今年は九州も雪が多く、来月に向かう英彦山を仰ぐ

と、その1200mの 峰は雪に覆われ山頂は雲の中であ

る。我々が歩いているこの分水嶺の稜線は霊峰への修

行者のルー トでもある。次の踏査は10数人のパーテ

ィーとなり、温泉宿に 1泊し懇親会を兼ねた楽しい踏

査となる予定である。        (浦  一美)

飯岳山の展望とそれから続く戸城山への分水嶺

支線へつなぐ分水嶺

関西支部は、日本山岳会が誕生した30年後に発足

しており、日本山岳会の100周年は関西支部の70周年

にあたる。中央分水嶺踏査は、2004年 3月 にその企

画詳細が決定されたが、これに先立ち支部では2002

年12月 発行の関西支部報で「支部70周年事業」とし

て同踏査を位置付け、支部会員に参加を呼び掛けた。

当初は、大阪・京都・兵庫の 3県境に近い三国岳か

ら、兵庫・鳥取県境のほぼ中央に位置する志戸坂峠ま

での198kmを34区間に分け、日帰り、もしくは前夜泊

で踏査することとした。しかし、志戸坂峠以西の人形

峠までの76kmが担当支部のない空白区間になること

淋 圏
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最
近
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
様
々
な
情

報
が
広
ま
っ
て
い
る
が
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
摂
取
が
登
山
に
際
し
て
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
、

神
奈
川
県
保
健
福
祉
大
学
助
教
授
、
鈴

木
志
保
子
氏
に
お
話
を
伺

っ
た
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は
、
「栄
養
補
助
食

品
」
で
あ
り
、
食
品
の
よ
う
に
摂
取
後

消
化
吸
収
さ
れ
栄
養
素
と
し
て
体
内
で

利
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
来
は

食
事
だ
け
で
は
十
分
摂
取
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
栄
養
を
、
栄
養
素
そ
の
も
の

と
し
て
摂
取
す
る
も
の
で
あ
り
、
栄
養

剤
か
ら
補
う
も
の
で
あ
っ
た
。
最
近
は

「よ
り
健
康
に
な
る
」
た
め
に
と
摂
取

す
る
傾
向
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
食
事
か
ら
の
栄
養
摂
取
を
無
視

し
て
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
と
れ
ば
よ
い

と
い
う
考
え
方
は
間
違
い
で
、
栄
養
素

の
過
剰
摂
取
に
よ
る
有
害
な
副
作
用
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
薬
で
は
な
い
の
で
、

医
師
の
監
督
が
な
く
と
も
購
入

・
摂
取

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
選
択
、

摂
取
は
自
己
責
任
と
な
る
。

普
段
の
生
活
で
は
、
基
本
的
に
は
消

費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
は
食
事

で
補
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
激
し
い
運

動
を
行
う
と
そ
の
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

栄
養
素
す
べ
て
を
食
事
か
ら
摂
取
し
よ

う
と
し
て
も
限
度
が
あ
り
、
そ
の
不
足

分
に
つ
い
て
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
さ

ら
に
、
運
動
後
の
疲
労
回
復
に
も
サ
プ

リ
メ
ン
ト
の
利
用
は
有
効
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
有
効

に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
栄
養
学
、
食

品
学
、
さ
ら
に
は
運
動
生
理
学
な
ど
の

知
識
が
必
要
と
な
る
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
選
ぶ
際
に
は
い
る

い
ろ
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

は
避
け
、
１
つ
の
栄
養
素
だ
け
か
ら
で

き
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
総
合
栄

養
剤
の
摂
取
は
や
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

成
分
が
は
っ
き
り
し
な
い
サ
プ
リ
メ
ン

ト
は
摂
取
し
な
い
ほ
う
が
賢
明
で
あ
る
。

ま
た
、
１
日
単
位
の
錠
剤
あ
る
い
は
包

装
の
も
の
で
な
く
、
小
さ
い
単
位
で
摂

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
選
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
摂
取
量
の
上
限

は
必
ず
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

栄
養
素
に
は
相
性
の
よ
い
も
の
と
悪

い
も
の
と
が
あ
り
、　
一
般
的
な
食
生
活

の
中
で
は
注
意
を
払
わ
な
く
て
も
よ
い

が
、
登
山
の
よ
う
な
強
度
の
高
い
運
動

を
長
時
間
行

っ
た
り
、
食
欲
が
な
い
と

き
に
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

運
動
に
よ
っ
て
体
内
か
ら
水
分
が
失

わ
れ
る
。
登
山
時
の
水
分
補
給
は
、
脱

水
や
熱
中
症
な
ど
の
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
登
山
時
に

お
け
る
水
分
摂
取
量
が
適
切
か
ど
う
か

は
、
登
山
中
や
登
山
後
の
尿
の
検
察
で

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
登
山
中
３
時
間
も

尿
意
を
催
さ
な
い
、
登
山
後
１
時
間
た

っ
て
も
尿
意
が
起
こ
ら
な
い
、
登
山
後

の
尿
の
色
が
濃
く
、
量
も
少
な
い
な
ど

は
登
山
全
体
を
通
し
て
水
分
の
摂
取
量

が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

水
分
補
給
に
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

の
特
徴
と
し
て
、
発
汗
に
よ
っ
て
失
わ

た
成
分
を
補
給
す
る
、
水
分
を
吸
収
し

や
す
く
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

水
が
腸
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
吸
収
さ
れ
る

た
め
に
は
、
体
液
よ
リ
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

に
含
ま
れ
る
成
分
の
濃
度
が
低
く
、
浸

透
性
が
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
糖
質
が
濃
い
と
、

濃
い
糖
質
を
薄
め
る
た
め
に
体
液
か
ら

水
が
腸
に
移
り
、
ま
す
ま
す
体
液
の
水

が
奪
わ
れ
る
。
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

講
演
会

「登
山
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」

科
学
委
員
会
　
北
野
　
忠
彦

は
水
分
と
電
解
質
の
補
給
を
考
え
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
補
給
の
た
め
の
糖
質
は
あ
ま
り
含
ま

れ
て
い
な
い
。

し
か
し
登
山
で
は
、
通
常
の
ス
ポ
ー

ツ
と
は
異
な
り
大
量
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
を
携
行
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
用
粉
末
や
塩
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
産
生
さ
れ
る

と
き
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
補
酵
素
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
運

動
で
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
と

き
、
糖
質
や
脂
質
な
ど
だ
け
で
な
く
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
も
十
分
に
摂
取
し
な
け
　
８

れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
生
が
う
ま
く
い
　
粽

か
な
い
。
登
山
に
際
し
て
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
有
効
で
あ

る
。
こ
の
他
、
ア
ミ
ノ
酸
を
成
分
と
す

る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
は
、
必
須
ア
ミ
ノ

酸
、
特
に
分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
と
よ
ば
れ

る
バ
リ
ン
、
ロ
イ
シ
ン
、
イ
ソ
ロ
イ
シ

ン
の
摂
取
効
果
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

な
お
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は
直
接
関

係
な
い
が
、
登
山
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
で

は
適
切
な
体
重
の
維
持
が
必
要
で
、
朝
、

起
床
直
後
、
排
尿
後
の
体
重
を
毎
日
記

録
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
、
な
ど
の

話
が
あ
っ
た
。

（２
月
１７
日
に
行
わ
れ
た
講
演
会
よ
り
）
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Japanese A:p:ne News VoL 6 May 2005 日次
(135ページ、内カラー 24ページ、地図多数)

P)residentis Message

会長メッセージ

Editoris Notes

編集者ノー ト

平山 善吉

中村 保

●CLIMBING EXPEDl丁 10NS
クライミング 0エクスペディション

JAC Kansai Expedition to Ⅵrest Tibet 2004

JAC関西 西チベット学術登山2004 初登頂と河口慧海
の道を踏査               大西 保

〕vlustang Expedidon ofJAC Student Party 2004

JAC学生隊 ムスタン登山ダモダール山塊チブヒマール

初登頂                加藤 健一郎
Two First Ascents in Damodar Hilnd,Nepal

ネパール ダモダール・ヒマールで二つの初登頂

加藤 功一

First Ascent of Nyanglong Kiangri,West′ ribet

英国隊 西チベットのニャンロン・カンリ初登頂
ジョン・タウン

Jieqinnalagabu(Namla Karpo)Scaled,East Tibet

東チベットの名峰 ナムラカルポ初登項 (単独)

ガブリエル・ボイド (ス イス)

New Zealand Unclirnbed China Expedidon 2004

NZ隊 四川省大雪山系における二つの6000m峰初登頂
スイーン・ウォーター

First Ascent of Qow Xab&Attempt on Hungchi

チョー・オユー山塊 チョー・シャブ初登頂、フンチ北

面へのチャレンジ            坂原・中村
Highest Peak in Kara Kunlun Mountains

東海大学生隊 新彊省カラ・クンルンの最高峰初登頂

出利葉 義次
The Source ofthe Mekong― Remotest Corner of East Tibet

東チベット メコン川源流域最高峰チアジャジマ初登

項 新潟山岳協会            松坂 良一

Spantik(Golden Peak)and I:妥 lila Peak in Klarakoranl

カラコラム スパンテイックおよびライラピーク登頂

平出 和也
K:ula Klang五 I(1唖ain Peak)in′

「
ibet

日大学生隊 チベット・クーラカンリI峰 (主峰)挑戦

中村 進

鰈 9

英文誌『ジャバニーズ・アルバイン・ニューズ』第6号発行

編集人 中村 保

4月末にJapanese Alpine News VoL 6 May 2005を 発行 しました。

海外への送付は140の山岳団体・図書館、650人の個人登山家・研究家

が対象です。サイズはB4、 日次は下記の通りです。内容を豊富にす

るため要望のあった外国隊の記録も掲載しました。下記の価格にて販

売します。ご希望の方はJAC事務局にコンタク トして下さい。

販売価格 :1冊2000円 (送料込み)

Atteinpt on No■h Ridge of Tang Ragi Tau

JACシ エア隊 ネパールのタンギ・ラギ・タウ北稜に挑

戦                 藤井 正義
Attelllpt on Monda Kangriin′ ribet

チベット モンダ・カンリにチャレンジ 仙台山想会

東野 良
Daxuetang―feng of Qonglai:M:ountains in Sichuan

四川省チョンライ山系・大雪塘峰第二登

西嶋 錬太郎

Japanese Cliinbs 2004 in the Hilnalayas

2004年 ヒマラヤにおける日本人の登攀記録

山森 欣一

●EXPLORA丁 10NS,ADVEN∵ URES AND RESEARCH
探検・冒険・調査

」Llps of′
「

ibet and R」 etracing Missionariesi′ Ilrails 2004

チベットのアルプスおよびフレンチ・カ トリック宣教師
の道                  中村 保

ExploAng Kang五 Garpo Range 2004

JAC福岡隊 東チベットのカンリ・ガルポ山群探査

松本 征夫
Inpche Khan in Nep」

ネパール ラプチェ・カンヘの旅

倉知 敬
A Journey to the Lme Pamir

パ ミール・ワハン探査の旅

平位 岡」
:Expedition to Pangong R=ange and I“ adakh R_ange

インド パンゴン山脈とラダック山脈の踏査・登山

中京山岳会
:First Descent of the Mekong IRiver in′ ribet

日米中合同隊 チベット・メコン川初下降

北村昌之・ピー トウィン

A Romantic Journey to the Far No■ h
ロマンテイック ジャーニー 北極圏の旅  小嶋 一男

●AREA INFORMA丁 10N
地域1情報

Mountaineering in Antarcuca

特別寄稿 南極の登山

ダミエン・ギルデア (オ ース トラリア)

R」egulauons on Mountaineering in Sichuan,(Clhina

中国四川登山規貝」            中村 保
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&脳「edFche・ 44

アスピリンの
“血液さらさら作用"と登山

野口 いづみ

アスピリンは解熱・鎮痛薬として有名ですが、

医療上、それと同程度に重要なものに抗血小板 (血

小板凝集能抑制)作用があります。血小板の凝集

が抑制されると、血液が固まりにくくなる、つま

り “血液さらさら"に なります。そのためにアス

ピリンは、血栓を起こしてほしくない人 (狭心症、

心筋梗塞や脳梗塞の既往のある人)や、起こす危

険の高い人 (心房細動などの不整脈のある人)に

予防的に投与されます。現在、抗血小板薬として

使用されるアスピリンには、「バファリン81mg錠」

と「バイアスピリン」などがあり、アスピリンの量

は1錠、81～ 100mgで す。“血液 さらさら"作用を

目的とする場合には、 1日 あたり1錠 を内服します。

それに対して解熱・鎮痛作用を目的とするアスピ

リンには「バファリン330mg錠」などの商品があり、

これを 1日 に500～ 1500mg内 服 します。効果をあ

らわす血液中の濃度は、“血液さらさら"は 1～ 2

μg/ml、 鎮痛は25～ 50 μ g/mlで 、“血液さらさら"

は鎮痛の約25分の 1と 少量です。

病気のない人でも、脱水によって血液が濃くな

ると血栓ができやすい状態になります。登山では、

汗をかいたあとに十分に水分を補給しなかったり、

トイレが近 くなるからと意識的に水分を摂 らなか

ったり、あるいは前夜に深酒をすると、脱水状態

になって血栓ができやす くなります。また、高所

ではより脱水をきたしやすいので、要注意です。

血栓への対策 としては、水分補給が第 1ですが、

“血液 さらさら"量のアスピリンを内服すること

も予防になるでしょう。

欧米人は、高所で血栓予防のためにアスピリン

を内服 しているのを見かけます し、2004年 5月 にエ

ヴェレス トを登項 した河野千鶴子 さんもアスピリ

ンを使っていたと聞きました。ただ し、アスピリ

ンは副作用として、止血させにくくするとともに、

胃の炎症や潰瘍を起 こす場合があります。特に日

本人はアスピリンで症状を起 こしやすいことが知

られており、過量な内服は有害です。また、高所

では胃潰瘍 を生 じやす く、一層、注意が必要にな

ります。

“血液 さらさら"を 目的とした低用量のアスピリ

ンは市販 されていません。市販のアスピリン錠を

分割 して内服する人 もいますが、量が不正確にな

りやすいので、医師に処方 してもらうことをすす

めます。

なお、小児ではインフルエンザなどのウィルス

疾患にアスピリンを投与するとライ症候群 という

脳症を起 こす場合があるので禁忌で、「小児用バフ

ァリン」は主成分がアセトアミノフェンになって

います。成人用でも、「バファリン」という名称で

アスピリンではなくアセトアミノフェンのものが

ありますが、その場合は “血液さらさら"作用は

ないので、成分を確かめることが必要です。

著 者 書   名

図書受入報告 (2005年3月 )

ベージ。大きさ 出版元 出版年 寄贈/購入別

高澤光雄 (編 )

高澤光雄 (編 )

中村保

永田秀樹 (編 )

飯村富彦 他 (編 )

永田良茂

豊田順介

大塚憲一

三高山岳会部史編纂委員会(編 )

Chris Bonington

Rleinhold h4essner

MoSoKohli&KoConboy

Richard Salisbury

AssOc.COmparative Alpine Research

Einar Eberhardt

56pp/21crn

177pp/21crn

381pp/22crn

191pp/21crn

309pp/27crll

273pp/26crn

335pp/27crll

/13x19crn

219pp/26crll

256pp/27crn

315pp/23crn

226pp/24crn

80pp/20crn

180pp/27crn

223pp/23crn

高澤光雄 (私家版)2005
秀岳荘     2005
山と漢谷社   2005
東京新聞出版局 2005
県陵山岳会   2005
友月プランニングセンター2004

山と漢谷社   2004
文芸社     2005
東北大学山の会  2005
Weidenねld&Nicolson 2002

Mountaineers Book 2003

Univ.Press of Kansas 2002

American Alpine Club 2004

Universitatsverlag Wagner 2004

JoCramer     2004

編者寄贈

編者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

購入

購入

購入

購入

W.Heichel氏 寄贈

W.Heichel氏 寄贈

「山の素描」の執筆者たち

山の仲間と50年 :秀岳荘創業50周年記念誌

チベットのアルプス

山の遭難 生きた、還った:セ ルフレスキューの秘訣

白き山嶺 I12005:県 陵山岳部・山岳会の半世紀

古代人の心で山名を読む:百名山から

「回想」 日本三百名山(上巻)

2450 WORLD
清き渓から真夏の空へ :第二高等学校山岳部 史々

Chris Boningtonis Everest

The Naked Mountain

spies in the Hiinalayas:Secret hlissions&Perilous Clilnbs

The Himalayan Database:The Expedition Archives of Elizabeth Hawley

Arbeiten aus Nepal:Erwin Schneider zum Gedachtnis

Plant Liた of the Karakorum(Dissertationes Botamicae Band 387)

麟 10
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イラスト・倉岡啓吉

会員の皆様のご意見、エッセイ、俳句、

短歌、詩などを掲載するベージです。

どしどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

西 颯
「M

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ

ソ
ウ

分
水
嶺
踏
査
余
話

東
海
支
部
　
西
山
　
秀
夫

東
海
支
部
の
中
央
分
水
嶺
踏
査
は
権

兵
衛
峠
か
ら
野
麦
峠
ま
で
で
あ
る
。
こ

の
間
は
ほ
と
ん
ど
登
山
道
が
整
備
さ
れ

て
な
く
、
資
料
に
も
当
た
っ
て
み
た
が

無
か
っ
た
。
そ
れ
で
多
く
は
残
雪
期
に

照
準
を
あ
て
、
ま
た
笹
象
を
漕
ぎ
分
け

て
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
完
遂
し
た
。

さ
て
、
そ
の
踏
査
の
記
録
を
ま
と
め

る
に
あ
た
っ
て
何
か
物
足
り
な
い
気
が

し
た
。
誰
か
が
書
い
て
い
る
は
ず
だ
。

そ
う
思

っ
て
最
近
購
入
し
た
ア
テ
ネ
書

房
の
戦
前
の
復
刻
版

『山
岳
』
第
２
集

の
梱
包
を
解
き
、
目
次
を
パ
ラ
パ
ラ
め

く
り
中
央
ア
ル
プ
ス
、
木
曽
と
い
っ
た

語
彙
を
探
す
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
執

筆
者
の
名
前
は
高
畑
棟
材
。
早
速
、
本

文
を
読
ん
で
み
た
ら
、
我
々
が
踏
査
し

た
ル
ー
ト
の

一
部
を
歩
い
て
い
た
。

１８

年

「奈
良
井
附
近
の
山
」
、

２２
年

「楢

川
谷
か
ら
木
曽
川
べ
リ
ヘ
」
で
あ
る
。

多
く
は
分
水
嶺
を
離
れ
た
遠
望
の
記
述

で
あ
っ
た
が
、
狙
い
は
木
曽
川
水
源
の

山
々
を
跛
渉
す
る
夢
を
抱
い
て
い
た
こ

と
は
文
面
か
ら
も
伝
わ

っ
て
き
た
。
し

か
し
、
ど
う
も
病
弱
で
山
に
は
入
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

高
畑
棟
材
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
検

索
で
調
べ
る
と

『行
く
雲
の
ご
と
く

高
畑
棟
材
伝
』
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
著
者

は
会
員
の
故
浅
野
孝

一
で
あ
っ
た
。
早

速
取
り
寄
せ
て
読
ん
で
み
た
。
あ
と
が

き
を
読
ん
で
知

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
本

自
体
が
な
ん
と
８９
年
と
９０
年
の

『山

岳
』
の

「行
雲
と
共
に
　
高
畑
棟
材

伝
」
上

・
下
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
今
度
は

『行
雲
と
と
も
に
』
を
読

み
た
く
な
っ
た
。
ま
た
検
索
し
た
。
名

古
屋
市
立
図
書
館
で
唯

一
ヒ
ッ
ト
し
た
。

大
正
１２
年
の
開
館
だ
か
ら
或
い
は
、
と

い
う
期
待
が
的
中
し
た
。

退
社
後
す
ぐ
に
図
書
館
に
走

っ
た
。

そ
れ
は
紛
れ
も
な
い

『行
雲
と
と
も

に
』
で
あ
っ
た
。
奥
付
に
は
昭
和
９
年

の
日
付
印
が
押
し
て
あ
り
、
発
行
し
て

す
ぐ
に
購
入
さ
れ
た
ら
し
い
。
司
書
さ

ん
か
ら
手
に
と
っ
て
見
る
と
、
す
で
に

ぼ
ろ
ぼ
る
と
形
が
壊
れ
か
か
っ
た
。
表

紙
の
題
名
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
本
で
あ
っ
た
が
あ
の
名
古
屋
大
空

襲
で
も
焼
か
れ
ず
に
残

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
７０
年
余
の
歳
月
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
た
。

高
畑
は
分
水
嶺
の
山
々
を
意
識
し
て

木
曽
に
遊
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
権

兵
衛
峠
の
由
来
、
神
谷
峠
の
こ
と
、
峠

山
、
高
速
山
な
ど
を
登

っ
て
記
述
し
て

い
る
。

会
報
ヽ
７
１
６
で
関
塚
氏
は

『山

岳
』
を
し
て

「大
部
分
の
会
員
に
読
ま

れ
て
い
な
い
」
、と
嘆
か
れ
た
。
し
か
し
、

続
い
て

「後
世
の
歴
史
家
が
必
要
と
す

る
文
献
と
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
私

自
身
は
後
世
の
歴
史
家
な
ら
ず
と
も
戦

前
の
木
曽
の
山
の
様
子
を
知
る
の
に
貴

重
な
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

生
き
て
い
る
も
の
は
美
し
い

岡
本
　
真
理
子

故
大
谷
優
前
支
部
長
追
悼
登
山
に
寄
せ
て

サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
は
、
「青
春
と

は
人
生
の
あ
る
時
期
で
は
な
く
心
の
持

ち
方
を
言
う
。
時
に
は
２０
歳
の
青
年
よ

り
も
６０
歳
の
人
に
青
春
が
あ
る
。」
と
言

う
が
、
ま
さ
に
大
谷
さ
ん
は
不
屈
の
精

神
を
持

っ
て
突
き
進
む
若
者
で
あ
っ
た

と
思
う
。

そ
の
大
谷
さ
ん
が
あ
る
日
、
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
辺
り

:証彗1菫:蘭[
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を
見
ま
わ
し
後
ろ
を
振
り
返
る
。
何
が

見
え
た
の
だ
ろ
う
か
、
き
っ
と
そ
こ
に

は
人
生
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
る
セ
ツ

子
夫
人
が
い
て
、
そ
し
て
先
に
逝

っ
た

仲
間
が
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
数
多
の

山
々
が
眼
前
を
よ
ぎ
る
。
大
谷
さ
ん
は

よ
う
や
く
双
石
山
で
腰
を
降
ろ
し
た
の

だ
ろ
う
。

そ
の
縁
あ
る
双
石
山
を
１２
月
１１
日

に
大
谷
さ
ん
を
偲
ん
で
仲
間
と
登

っ
た
。

早
朝
、
小
谷
駐
車
場
に
集
合
し
て
静
寂

の
山
に
踏
み
入
る
。
時
折
聞
こ
え
る
野

鳥
の
乾
い
た
声
、
山
の
深
さ
を
思
わ
せ

る
ほ
ど
の
照
葉
樹
林
の
什
ま
い
は
、
師

走
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
無
我
の
境
地
へ

と
落
と
し
込
む
。
ほ
ど
な
く
第
２
展
望

所
に
着
き
、
そ
こ
で
追
悼
式
を
行

っ
た
。

会
員
手
作
り
の
祭
壇
に
は
、
セ
ツ
子
夫

人
の
持
参
さ
れ
た
数
枚
の
写
真
。
額
の

な
か
の
そ
の
顔
は
笑

っ
て
い
る
。
展
望

所
か
ら
指
呼
の
間
に
青
島
の
山
稜
が
座

り
、
眼
下
に
は
霜
枯
れ
て
は
い
る
が
春

は
沃
野
と
な
る
で
あ
ろ
う
平
野
が
広
が

フハ一
。ほ

ら
大
谷
さ
ん
、
い
い
景
色
だ
よ
。

あ
な
た
も
こ
の
故
郷
の
有
様
を
見
て
い

ま
す
か
‥
。
式
後
、
在
り
し
日
の
大
谷

さ
ん
を
偲
ん
で
し
ば
ら
く
仲
間
と
語
り

合
い
、
香
の
か
お
り
を
残
す
展
望
所
を

後
に
す
る
。
難
な
く
双
石
山
西
側
の
姥

ヶ
嶽
権
現
神
社
に
降
り
た
仲
間
の
顔
は

皆
穏
や
か
で
明
る
い
。

生
前
、
大
谷
さ
ん
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
よ
く
言

っ
て
い
た
。
「生
き
て
い

る
も
の
は
美
し
い
。
ほ
ら
、
よ
く
見
て

ご
ら
ん
、
見
て
い
る
と
心
が
豊
か
に
な

る
よ
」
と
。
大
谷
さ
ん
の
そ
れ
は
、
人

を
含
め
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の
へ
の

愛
情
と
慈
し
み
の
現
れ
だ

っ
た
。

神
代
の
し
じ
ま
に
包
ま
れ
て
清
流
に

耳
を
傾
け
る
時
、
唐
突
な
鳥
の
声
ま
で

愛
お
し
い
。
″生
き
て
い
る
も
の
は
美

し
い
″
あ
な
た
が
身
を
も

っ
て
示
し
た

こ
の
思
想
を
私
達
は
永
く
受
け
継
ぐ
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
山
へ
向
か
う

私
達
の
心
の
道
標
と
し
て
。

谷
□
　
敏
子

¨̈̈一̈̈田̈̈
辮̈̈一短
歌

迫
悼
の
双
石
山

君
慕

い
偲
び
し
書
友
ら
二
十
人
集
う
追
悼
の
双
石
の
出

君
愛
で
し
サ
ツ
マ
イ
ナ
モ
リ
咲
く
出
路
晟
ま
り
写
す
後
姿
の
見
ゆ

ｌ

Ｊ
′

ｍ
＝
Ⅲ
■

平
成
１７
年
度
定
期
総
会
報
告

秋
田
支
部
の
平
成
１７
年
度
定
期
総
会

が
、
去
る
４
月
２
日

（土
）
午
後
４
時

か
ら
、
会
員
２４
名

（見
倣
し
委
任
状
２９

名
）
が
出
席
し
秋
田
市
内
の
大
町
ビ
ル

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
長
挨
拶
の
あ
と
議
事
に
入
り
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
本
会
１
０

０
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「分
水
嶺
登
山
」
の
成
果
と
、
当
支
部

設
立
４５
周
年
記
念
祝
賀
会
、
同
記
念
山

行

（秋
田
太
平
山
集
中
登
山
、
韓
国
山

岳
会
慶
南
支
部
と
の
交
流
登
山
／
得
裕

山

・
伽
椰
山
な
ど
）
の
事
業
結
果
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

支
部
会
報
は
、

４５
周
年
記
念
に
あ
た

っ
て
会
員
の
関
心
も
高
く
、
原
稿
が
豊

富
に
集
ま
っ
た
た
め
、
例
年
よ
り
も
２

回
多
い
５
回
発
行
と
な
り
、
通
算
６２
号

と
な
っ
た
。

決
算
報
告
や
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ

た
あ
と
、
平
成
１７
年
度
の
事
業
計
画
案

が
提
案
さ
れ
、
本
会
１
０
０
周
年
事
業

へ
の
協
力
と
、
「分
水
嶺
登
山
」
の
継
続

実
施
を
承
認
し
た
。

併
せ
て
、
１
０
０
周
年
事
業
記
念
に

つ
な
が
る
東
北
支
部
懇
談
会
へ
の
参
加

や
自
然
保
護
全
国
集
会
へ
の
参
加
、
さ

ら
に
は
１０
月
の
本
会
の

一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
記
念
式
典
、
祝
賀
会
へ
の
多
数

の
参
加
を
確
認
し
あ
っ
た
。

ま
た
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に
あ

た
り
、
佐
々
木
支
部
長
が
再
選
さ
れ
た

ほ
か
、
副
支
部
長
２
名
、
事
務
局
長
、

委
員
の

一
部
が
交
代
を
し
、
今
後
２
年

間
、
支
部
の
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

今
次
総
会
時
点
で
の
会
員
総
数
は
７８

名
で
、
年
間
の
異
動
は
、
新
加
入
が
３

名
、
残
念
な
が
ら
除
籍
が
１
名
で
あ
る
。

そ
の
他
、
本
会
主
催
の
諸
会
議
の
参

加
と
、
地
元
山
岳
団
体
と
の
交
流
、
会

報
の
４
回
発
行

（予
定
）
な
ど
が
、
予

算
案
と
と
も
に
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
　
要
三
）

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

購 12
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図 書 紹 介

京
極
　
紘

一
・
著

『素
晴
ら
し
き
幸
運
な
登
攀
』

北
海
道
は
多
岐
に
わ
た
る
登
山
興
隆

の
地
で
あ
る
。
本
州
と
海
で
隔
て
ら
れ

て
い
る
が
故
に
、
独
自
の
発
展
の
歴
史

が
あ
り
、
道
内
の
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
は

特
徴
的
な
登
山
活
動
を
し
て
い
る
。
本

州
の
脊
梁
山
脈
に
標
高
こ
そ
及
ば
な
い

が
、
豪
雪
、
強
風
、
堅
い
氷
と
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
岩
壁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
そ
の
中
で
育

っ
た
優
れ
た
ク

ラ
イ
マ
ー
で
あ
る
著
者

（本
会
会
員
）

の
１
９
６
５
年
か
ら
７９
年
ま
で
の
厳
し

い
登
攀
活
動
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
積
雪
期
を
含
む
初
登
記
録
は
、

冒
険
的
か
つ
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
、

２０
年
後
の
現
在
で
も
色
あ
せ
な
い
。

幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

海
外
登
山
に
つ
い
て
は
、

６６
年
と
７４

年
の
夏
の
カ
フ
カ
ズ
で
の
精
力
的
な
登

攀
活
動
が
回
想
を
ま
じ
え
て
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
同
氏
の
ミ
ニ
ヤ
コ
ン
ガ
は

じ
め
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
カ
ラ

コ
ル
ム
な
ど
の
豊
富
な
遠
征
体
験
に
つ

い
て
も
発
表
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

著
者
は
、
登
山
を
生
涯
学
習
の
テ
ー

マ
と
し
て
、

６０
歳
を
超
え
た
現
在
も
ア

ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
続
け
て

い
る
。
後
に
続
く
道
内
の
ク
ラ
イ
マ
ー

の
た
め
に
も
、
良
き
手
本
を
示
し
て
欲

し
い
。
　
　
　
　
　
（松
沢
　
節
夫
）

２
０
０
４
年
９
月

私
家
版
　
２

７
７
ギ
　
ー
４
２
９
円

札
幌
市
内

の
書
店
、
秀
岳
荘
、
著

渓
堂
で
取
扱
い

山
と
渓
谷
社

・
編

『山
が
く
れ
た
百
の
よ
ろ
こ
び
』

各
界
の
著
名
人
１
３
７
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
山
へ
の
想
い
を
綴

っ
た
本
。

歓
喜
は
そ
れ
以
前
の
苦
労
や
鬱
屈
、

ま
た
哀
し
み
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
。

だ
か
ら
、
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
健
康

第

一
主
義
の
題
名
の
付
け
方
で

「よ
る

こ
び
」
だ
け
を
強
調
さ
れ
る
と
い
か
に

も
照
れ
く
さ
い
。
執
筆
者
の
中
に
は

「よ
る
こ
び
」
で
く
く
ら
れ
て
は
か
な

わ
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
々
も
い
る
こ

と
だ
ろ
う
と
思
う
。

名
の
知
ら
れ
た
人
た
ち
の
執
筆
に
よ

る
と
は
い
え
、
こ
の
手
の
本
の
常
と
し

て
、
中
に
は
玉
も
あ
れ
ば
石
も
あ
る
。

山
の
話
の
基
本
は
苦
労
話
、
す
な
わ

ち
自
慢
話
で
あ
る
。
ど
こ
そ
こ
へ
登

っ

た
こ
と
、
ど
こ
そ
こ
で
死
に
そ
こ
な
っ

た
こ
と
、
な
ど
な
ど
。
並
日通
な
ら
石
で

し
か
な
い
身
の
上
話
も
文
章
に
才
能
や

技
術
が
あ
れ
ば
磨
か
れ
て
玉
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
本
の
中
に
も
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
も
こ
の
本
を
買
う
価
値
は

あ
る
。
こ
こ
で
私
の
思
う
そ
れ
ら
を
挙

げ
る
の
は
書
評
な
ら
ぬ
図
書
紹
介
の
場

で
は
ル
ー
ル
違
反
だ
ろ
う
。
各
人
が
そ

れ
を
吟
味
す
る
の
も
楽
し
み
の
う
ち
だ
。

文
庫
サ
イ
ズ
だ
と
山
へ
の
車
中
や
テ

ン
ト
で
の
無
柳
を
紛
ら
わ
す
の
に
は
も

っ
て
こ
い
な
の
だ
が
、
携
行
す
る
に
は

大
き
過
ぎ
る
の
が
残
念
だ
。
岳
人
の
枕

頭
に
置
い
て
、
夜
中
に
目
が
覚
め
た
と

き
に
で
も
拾
い
読
み
す
る
に
は
最
適
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（長
沢
　
洋
）

２
０
０
４
年
４
月
　
山
と
渓
谷
社

４
４
７
ギ
　
ー
８
０
０
円

■
訂
正

４
月

（７
１
９
）
号
７
ペ
ー
ジ
２
段
後

ろ
か
ら
２
行
日
小
暮
は
木
暮
の
誤
り
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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〒606-3161 京都市左京区―乗寺木ノ本町15番地

Tel.075-723-011l   Fax.075-723-0096
URL hip:/加 ww.nakanishiya.cojノ
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岡
田
　
江

・
著

『夫
婦
登
山

こ
と
は
じ
め
』

―
‐袴

で
登

っ
た
鋼
岳
―
‐

服
装
と
い
え
ば
、
当
時
の
女
学
生
が

は
く
袴
の
裾
を
し
ぼ
り
、
足
ご
し
ら
え

は
足
袋
を
二
重
に
重
ね
て
ワ
ラ
ジ
を
つ

け
、
そ
の
上
に
カ
ン
ジ
キ
を
紐
で
く
く

り
つ
け
る
と
い
う
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
手
に
は
ト
ビ
ロ
を
つ
け
た
金
剛

杖
、
雨
が
降
れ
ば
ゴ
ザ
を
巻
き
つ
け
て

登
る
と
い
う
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
が
、

約
３
週
間
、
竹
内
ヒ
サ
と
、
夫
鳳
次
郎

は
、
数
人
の
ガ
イ
ド
、
ポ
ー
タ
ー
を
伴

っ
て
大
町
か
ら
入
山
し
、
針
の
木
峠
を

越
え
て
黒
部
川
を
渡
り
、
長
次
郎
の
雪

渓
を
登

っ
て
、
女
性
初
の
剣
岳
の
登
項

に
成
功
し
た
。

大
正
９
年

（１
９
２
０
）
の
夏
、
鳳

次
郎
３５
歳
、
ヒ
サ
２２
歳
、
勿
論
き
ち
ん

と
し
た
山
小
屋
な
ど
あ
る
わ
け
が
な
く
、

テ
ン
ト
持
参
で
あ
っ
た
。
鳳
次
郎
は
欧

州
航
路
の
高
級
船
員
で
、
西
欧
の
文
化

に
通
じ
て
お
り
、
内
地
で
の
休
暇
に
は
、

何
時
も
夫
妻
で
長
期
間
登
山
や
旅
行
を

行

っ
て
い
た
が
、
当
時
は
ま
だ
女
性
の

地
位
は
低
く
、
宗
教
的
な
タ
ブ
ー
も
多

い
中
で
の
夫
婦
登
山
で
あ
っ
た
。

こ
の

『女
子
剣
岳
登
山
記
』
の
ほ
か

『鹿
島
槍
か
ら
針
の
木
へ
』
、
『風
雨
の

北
岳
』
な
ど
夫
婦
の
登
攀
記
を

『夫
婦

登
山
こ
と
は
じ
め
』
と
題
し
て
、
ヒ
サ

の
兄
、
要
之
助
の
子
、
岡
田
江
が
１
冊

の
本
に
纏
め
上
げ
た
。
要
之
助
は
日
本

山
岳
会
の
古
い
会
員

（６
０
６
番
）
で

も
あ
っ
た
。

山
崎
安
治
著

『日
本
登
山
史

・
新

稿
』
に
は
、
竹
内
い
さ
と
そ
の
夫
が
大

正
９
年

（１
９
２
０
）
鍛
岳
に
初
登
項

し
た
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
書
の

著
者
は
、
い
さ
と
誤
記
さ
れ
て
い
た
ヒ

サ
の
名
前
の
誤
り
を
正
す
こ
と
が
、
出

版
の
目
的
の

一
つ
で
あ

っ
た
と
記
し
て

い
る
。
な
お
鳳
次
郎
の
手
記
が
、
木
暮

理
太
郎
会
長
の
目
に
と
ま
っ
て

『女
子

剣
岳
登
山
記
』
と
し
て

『山
岳
』
第
１５

年
第
３
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で

も
妻
と
し
て
い
る
の
み
で
、
ヒ
サ
の
名

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
著
者
は
、
縁
者
を
動
員
し
て
、

夫
妻
の
遺
品
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ノ
ー

ト
に
書
か
れ
て
い
た
ヒ
サ
の
登
山
記
や

鳳
次
郎
の
手
記
も
見
つ
か
っ
た
。
そ
の

上
貴
重
な
往
時
の
フ
ィ
ル
ム
も
残
存
じ

て
い
た
の
で
、
本
書
に
は
、
山
で
の
鮮

明
な
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
数
多
く
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
に
み

ら
れ
る
ヒ
サ
は
、
い
つ
も
、
か
な
り
心

に
余
裕
を
も
っ
て
、
山
行
を
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

山
行
の
記
録
は
、
職
業
柄
か
、
登
山

記
録
に
時
間
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お

り
、
当
時
を
知
る
上
で
も
、
大
変
参
考

に
な
る
。
細
か
い
数
字
ま
で
と
り
あ
げ

た
著
者
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。

現
在
私
は
百
年
史
の
女
性
登
山
史
部

門
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
、

本
書
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（児
玉
　
俊
子
）

２
０
０
４
年
１０
月
発
行
　
２
０
１
ギ

頒
価
２
５
０
０
円
　
私
家
版

（希
望
者
は
　
〒
２
０
３

‐
０
０
２
１

東
久
留
米
市
学
園
町
２

‥
１５

‥
１９

岡
田
江

宛
）

丼
上
重
治

・
著

『カ
ラ
コ
ル
ム
・ヒ
マ
ラ
ヤ
に
魅

せ
ら
れ
て
』

膨
大
な
内
容
に
驚
い
た
。
①
カ
ラ
コ

ル
ム

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
②
カ
ラ
コ
ル
ム

を
め
ぐ
る
物
語
③
カ
ラ
コ
ル
ム
の
自
然

の
３
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、

９２
年
か
ら
９８
年

ま
で
の
７
回
、
パ
ス
ー
、
チ
ャ
ラ
ク
サ
、

ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
な
ど
を
訪
れ
た

内
容
が
克
明
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

物
語
は
豊
富
な
内
容
だ
。
圧
巻
は
、

「空
中
散
歩
」
と
題
さ
れ
た
空
撮
さ
れ

た
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
々
の
同
定
が
３０
枚

日本山岳会創立100周 年記念

河口慧海の足跡をたずねて
A)国境の峠探訪とカイラス1周トレッキング 33日 間

9/¬ 2(月)～ 10/14(金)7859000円
B)秘境ムスタン・トレッキング 22日 間

10/18(大)～ 11/8(火)6459000円

印 月りI障グ」7多ど貿月:五釜″
国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員 Oポ]F保■書ロ

〒105‐ 0003東京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森 ビル2F803‐ 3503-1911
大阪806¨6444¨ 3033 名古屋8052‐ 581‐ 3211 福岡8092‐ 715‐1557

e‐ nla:::info@alpine―toun conl  http:ノ ′www.alpine‐toun corn

に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
だ
。

そ
の
作
業
は
根
気
な
く
し
て
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
北
杜
夫
の

「白
き
た
お
や

か
な
峰
」
で
有
名
に
な
っ
た
デ
ィ
ラ
ン

峰
の
上
部
で
日
本
人
に
拾
わ
れ
た
ピ

ッ

ケ
ル
の
持
ち
主
を
探
し
、
遂
に
イ
ギ
リ

ス
在
住
の
家
族
に
返
還
し
た
物
語
に
は

著
者
の
凄
ま
じ
い
執
念
を
感
じ
る
。

自
然
に
つ
い
て
は
、
氷
河
、
植
物
、

花
、
芳
香
植
物
、
キ
ノ
コ
、
動
物
に
及

ん
で
い
る
が
、
中
で
も
１０
年
間
の
観
察

を
紹
介
し
た

「パ
ス
ー
氷
河
の
不
思
議

な
動
き
」
は
貴
重
な
資
料
だ
。

６０
歳
で
迎
え
た
定
年
後
、
山
岳
写
真

と
短
歌
を
学
び
、

６５
歳
で
日
本
菌
学
会

饒 14
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に
て
キ
ノ
コ
採
取
の
準
備
を
行

っ
た
。

そ
し
て
、
６
２
５
頁
に
盛
ら
れ
て
い
る

内
容
の
す
べ
て
が
、
定
年
を
迎
え
た
後

に
通

っ
た
カ
ラ
コ
ル
ム
の
現
場
か
ら
得

た
も
の
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
愕

し
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
著
者
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
　

　

（山
森
　
欣

一
）

２
０
０
４
年
４
月
　
遊
人
工
房

６
３
５
。だ
　
９
０
４
１
円

ウ
ィ
ン
パ
ー

・
著
／
大
貫
良
夫

・
訳

『
ア
ン
デ

ス
登
攀
記

（上
、
下
）
』

ウ
ィ
ン
パ
ー
は

『
ア
ル
プ

ス
登
攀

記
』
の
著
者
で
あ
り
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
の
初
登
頂
者
と
し
て
あ
ま
り
に
有
名

で
あ
る
が
、
本
著
は
エ
ク
ア
ド
ル

・
ア

ン
デ
ス
に
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
業
績
を
残
し
た
こ
と
と
、
精
力
的
で

卓
越
し
た
登
山
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
る
。

ウ
ィ
ン
パ
ー
は
１
８
７
９
年
か
ら
８０

年
に
か
け
て
、
７
ヵ
月
間
、
エ
ク
ア
ド

ル
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、　
一
行
は
チ

ン
ボ
ラ
ソ

（６
３
１
０
眉
）
、
カ
ヤ
ン
ベ

（５
７
９
０
属
）
、
ア
ン
テ
ィ
サ
ー
ナ
（５

７
５
８
属
）
な
ど
８
つ
の
未
踏
峰
の
ほ

か
、
コ
ト
パ
ク
シ

（５
８
９
７
Ｈ
）
、ピ

チ
ン
チ
ャ
（４
７
９
４
層
）
な
ど
数
山
を

登
項
し
て
お
り
、
本
著
で
は
登
山
の
模

様
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。

中
で
も
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
１
８
２

０
年
代
ま
で
世
界
最
高
峰
と
さ
れ
て
い

た
チ
ン
ボ
ラ
ソ
の
南
西
稜
か
ら
な
さ
れ

た
初
登
項
で
あ
ろ
う
。
半
年
後
に
は
さ

ら
に
北
西
稜
か
ら
第
２
登
を
果
た
し
て

い
る
。
第
２
登
は
、
「山
頂
の
気
圧
を
繰

り
返
し
測
定
し
、
検
証
す
る
た
め
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
初

登
頂
を
疑
問
視
す
る
向
き
に
対
す
る
反

論
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

山
頂
で
は
、
気
圧
や
体
温
の
測
定
に
時

間
を
費
や
し
、
真
摯
な
科
学
者
魂
を
発

揮
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
登
頂
意
欲
と
と
も
に
、

随
所
で
発
揮
さ
れ
る
好
奇
心
の
対
象
は

気
象
学
、
地
理
学
、
歴
史
民
俗
学
、
昆

虫
学
、
鉱
物
学
か
ら
高
山
病
な
ど
の
生

理
学
ま
で
お
よ
ん
で
、
と
ど
ま
る
こ
と

を
知
ら
ず
、
詳
細
な
観
察
に
基
づ
い
た

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
家

と
い
う
本
職
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
挿
絵

が
多
く
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
理
解
を
助

け
、
日
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ

ら
は
、
ウ
ィ
ン
パ
ー
が
科
学
が
細
分
化

さ
れ
る
よ
り
以
前
の
時
代
の
落
と
し
子

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

１９
世
紀
の
、
交
通
事
情
の
悪
い
土
地

で
の
、
雇
用
し
た
イ
ン
デ
ィ
オ
の
逃
亡

や
追
い
は
ぎ
騒
動
に
遭
遇
し
な
が
ら
の

周
遊
に
は
多
大
な
困
難
を
伴

っ
て
い
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
著
で

は
、
『
ア
ル
プ
ス
登
攀
記
』
に
み
ら
れ

る
冷
笑
的
な
ト
ー
ン
は
影
を
潜
め
、
温

か
み
の
あ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
が
随

所
に
見
ら
れ
、
人
格
的
な
成
熟
を
示
唆

す
る
と
と
も
に
、
困
難
さ
を
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
に
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
「辛

か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
た
。
遂
行
し
終
え

た
計
画
は
、
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い

夢
に
比
べ
れ
ば
、
小
さ
な
も
の
と
し
か

思
え
な
い
」
と
い
う
締
め
く
く
り
の
言

葉
は
、
こ
の
知
的
な
巨
人
の
、
不
屈
の

探
究
心
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

現
在
で
も
エ
ク
ア
ド
ル
は
邦
人
に
は

な
じ
み
深
い
国
と
は
い
え
な
い
が
、
６

０
０
０
属
前
後
の
山
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
良
い
こ
と
か
ら
、
欧
米
人
に
は
高
所

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
山
域
と
し
て
評
価
が

高
い
。
『ｏ
ロ
ヨ
σ
Ｆ
”
鮨

目
寿
Ｆ
”
　
中●

∪
ｏ
ｃ
”
Ｑ
ｏ
Ｌ
　
（ＨＳ
ｏＦ
ｏ
メニ
ｏ
ｏＦ
【　
Ｈ他
一者
、

”
墨
摯
社
）
、
『の
Ｌ
Ｑ
①
ざ

，
①
ヨ
ｏ
『こ
の

〓
〇
匡
●
Ｓ
Ｆ
∽』
（バ
①
一のの
く
著
、
【
①
一の①
く

社
）
を
併
読
す
る
と
、
エ
ク
ア
ド
ル
の

山
へ
の
興
味
が
、
一
層
か
き
た
て
ら
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

（野
口
　
い
づ
み
）

上
巻
　
２
０
０
４
年
９
月
、
下
巻
２

０
０
５
年
１
月
　
岩
波
書
店
発
行

文
庫
版
　
上
巻
３
０
５
ギ
　
８
０
０

円
　
下
巻
２
９
１
ギ
　
７
０
０
円

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウエンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  J‐徽

お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 議β冬※|、

運鶴 選融曲

プ.ユングフラウのよく見えるお部屋を     』野
7「

=響
甲靭転

優先的にご提供。         ■。R｀ ClgerWQ｀ 6Qヾ

2.民族料理フォンデューを
ご滞在中の夕食に1回ご用意。

3.アルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオーナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント。

あなたのスイス旅行を、このホテルアイガ…滞在を組み入れてご用意します。

盤雛アルフアウェイ
http:〃www.fe‖ ow‐traveLco.ipノ

〒150‐0043東京都渋谷区道玄坂2‐16-8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F

Tlel.(03)5489‐ 9541 Fax.(03)5489‐ 6300
e‐mai:a:psway@fe‖ owiraveLcojp
〒530-0002大 阪府大阪市北区曽根崎新地2-3¨13若杉大阪駅前ビル6F

Tlel.(06)6347‐ 8984 Fax.(06)6347‐ 8986
e口mai1 0Saka@fel:OW■ raVel● 00日
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３
月
理
事
会

日
時
　
３
月
９
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
会
議
室

［出
席
者
］平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
田
村
、
黒
川
、

鈴
木
、
野
口
、
石
田
、
篠
崎
、
鳥
居
各

理
事
、
内
田
、　
一
カ
各
監
事
、
宮
崎
、

鰺
坂
、
小
倉

（董
）
、重
廣
各
常
任
評
議

員［委
任
］

西
村
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１７
年
度
事
業
計
画

（案
）
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

別
紙
の
如
く
平
成
１７
年
度
事
業
計
画

を
決
定
し
た
。
今
年
は
当
会
創
立
１
０

０
周
年
に
当
り
１０
月
１５
日

「創
立
１
０

０
周
年
記
念
総
合
式
典
」
を
高
輪
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
全
国
８
ブ
ロ

ッ
ク
で
ブ
ロ
ッ
ク
別
式
典
を
行
う
。

（承
認
）

２
　
平
成
１７
年
度
収
支
予
算

（案
）
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本

平
成
１４
年
度
以
降
、
会
員
数
の
減
少

に
と
も
な
い
、
予
算
を
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
創
立
１
０
０
周
年
に

あ
た
り
、
職
員
の
給
与
も
多
少
増
や
す

必
要
が
あ
る
。
別
紙
の
如
く
収
支
予
算

を
決
定
し
た
。
監
事
よ
リ
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
も
添
付
す
る
よ
う
要
求
が
あ
っ
た
。

３
　
次
期
会
長
他
役
員
人
事

（案
）
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

①
平
成
１４
年
３
月
１３
日
の
理
事
会
に
つ

い
て
改
正
さ
れ
た
細
則
に
従

っ
て
実
施

す
る
。

②
会
長
、
副
会
長

（芳
賀
副
会
長
を
除

く
）
は
再
選
と
い
う
素
案
を
常
務
理
事

会

（会
長
、
副
会
長
、
常
任
評
議
員
を

含
む
）
で
作
成
し
、
評
議
員
会
に
提
出

す
る
。
ま
た
理
事
に
つ
い
て
は
手
続
き

に
従
い
、
４
月
の
理
事
会
に
計
る
こ
と

と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

４
　
１
０
０
周
年
事
業
に
つ
い
て

（ル

ー
ム
改
修
他
）　
　
　
　
　
　
　
小
川

ル
ー
ム
改
装
案
が
、
現
集
会
室
を
サ

ロ
ン
と
し
て
、
１
０
４
号
室
を
会
議
室

に
す
る
形
で
提
案
さ
れ
た
。
（別
紙
参

考
）

①
概
略
の
予
算
は
わ
か
ら
な
い
か
。

②
現
集
会
室
の
改
装
に
２
千
万
円
か
か

っ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
れ
を
こ
わ
し
て

新
た
に
サ
ロ
ン
に
す
る
案
は
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
点
か
ら
い
か
が
な
も

の
か
。

な
ど
の
発
言
が
あ
り
継
続
審
議
と
な

っ
た
。

５
　
理
事
会
議
事
録
署
名
人
に
つ
い
て

藤
本

文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
理
事
会
議

事
録
署
名
人
を
小
川
武
、
朴
元
鍾
徳
の

両
理
事
に
決
定
し
た
。

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

た
。

１
　
会
報

「山
」
３
月
号
の
内
容
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

ト
ッ
プ
記
事
は
１
０
０
周
年
の
推
進

状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。

２
　
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
　
藤
本

２
月
１９
～
２０
日
、
支
部
事
務
局
担
当

者
会
議
を
行

っ
た
。
事
前
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
活
発
な
議
論
を
し
た
。

支
部
員
数
２
９
１
６
人
、
会
友
７
５

６
人
、
会
費
は
２
０
７
５
円
／
年
で

あ
り
、
分
水
嶺
踏
査
も
６０
ギ
完
了
し
た
。

岩
手
支
部
が
点
の
調
査
に
な
り
そ
う
な

の
で
、
近
く
の
支
部
や
同
好
会
の
協
力

が
必
要
か
。
支
部
の
最
大
の
問
題
は
高

齢
化
で
あ
る
。
今
回
の
会
合
で
費
用
１

１
０
万
円
が
か
か
っ
た
。
（詳
細
別
紙

参
照
）

３
　
山
岳
資
料
お
よ
び
写
真
の
書
籍
掲

載
許
可
願
い
に
つ
い
て
　
　
　
　
藤
本

昭
文
社
　
書
籍

『ア
ル
プ
ス
登
山
ガ

イ
ド
』

４
　
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
企
画
の
進
行

状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
黒
川

現
在
、
申
込
者
２８
人
で
大
変
厳
し
い
。

担
当
各
社
が
保
有
す
る
顧
客
層
に
も
周

知
を
は
か
る
。
ま
た

「山
」
へ
有
料
広

告
を
掲
載
し
、
あ
わ
せ
て
記
念
事
業
へ

の
協
賛
と
す
る
。
総
合
記
念
式
典
と
の

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
を
さ
け
る
た
め

一
部

日
程
を
変
更
し
た
。

５
　
特
殊
切
手
発
行
の
件
　
　
　
藤
本

日
本
郵
政
公
社
は
、
５
月
２
日
に
登

山

・
山
岳
の
切
手
を
発
行
す
る
。
こ
の

切
手
の
発
行
に
つ
い
て
は

「本
年
１０
月

の
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０

周
年
に
ち
な
み
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
、

有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　

　

６

６
　
そ
の
他
　
　
　

　
　

　
　

　
　

鶉

①
有
志
募
金
に
つ
い
て
　
　
　
　
橋
本

有
志
募
金
の
依
頼
状
を
準
備
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
知
人
の
方
に
は

一
言
書
き
添

え
て
ほ
し
く
、
持
ち
帰

っ
て
記
入
の
上
、

発
信
し
て
欲
し
い
。

②
大
学
募
金
に
つ
い
て
　
　
　
　
藤
本

現
状
別
紙
の
通
り
。
関
東
は
竹
内
、

神
崎
、
関
西
は
平
林
で
担
当
す
る
。

③
自
然
保
護
の
集
い
　
　
　
　
　
篠
崎

４
月
９
日
～
１０
日
、
高
尾
の
森
で
実

施
す
る
。
各
理
事
の
出
席
を
お
願
い
し

た
い
。
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「100周年記念シンポジウム」のご案内
日本山岳会のこれからを考える 第 1回

記念フォーラム委員会

●開催日  7月 22日 (金)午後 1時 30分～6時

(開場 1時)講演会後、懇親会を予定

●テーマ  「1970年以降のヒマラヤ登山隊の果たした役割とは」

□講 演I 鹿野 勝彦 「ヒマラヤ登山隊の組織と果たした役割」

Ⅱ 山森: 欣一 「日本山岳会のヒマラヤ登山を検証する」

ロパネルディスカッション 「それぞれのヒマラヤ登山」

コーディネーター  重廣 恒夫

●会 場  東京体育館第 1会議室 (入場無料)

(JR「千駄ヶ谷」駅・都営地下鉄大江戸線「国立競技場」駅)

●定 員  120名  *座席に余裕があれば当日の受付可

*な るべく事前にお申込下さい

●申込 0問合せ 6月 末までに氏名、会員番号、連絡先

を記入して、FAX、 メールで重廣恒夫まで。

FAX 078-303-2243 E―mail shigehirets@asicsocO.jp

*第 2回シンポジウムは、06年 2月 に開催予定です。

■
会
員
異
動

（３
月
）

物
故

足
立
武
三
（１
１
４
１
６
）
０４

中
村
太
郎

（６
４
９
１
）
０５

後
藤
泰
治

（３
２
２
６
）
０５

コ理
△
〓

増
田
昌
司

　

（４
４
０
２
）

古
内
克
己

　

（４
５
２
７
）
　

福
島

石
川
勝
恵

　

（５
０
１
９
）
　

越
後

佐
藤
　
肇

　

（５
１
１
４
）

佐
藤
高
志

　

（５
５
６
２
）
　

越
後

丹
羽
由
紀
夫

（５
９
１
４
）
　

北
海
道

東
京
電
気
大
学
山
の
会

（６
９
９
６
）

森
美
枝
子

　

（７
１
３
８
）
　

北
海
道

木
村
邦
夫

　

（７
４
８
３
）
　

青
森

吉
松
邦
博

　

（７
６
０
１
）
　

東
九
州

柳
沼
シ
ゲ
子

（７
８
０
０
）

渡
辺
秀
二
　

（７
８
７
９
）

福
島

佐
々
木
祐
二

（８
９
７
８
）
　

宮
城

水
科
行
雄

　

（９
２
３
２
）
　

北
海
道

毛
利
立
夫

　

（９
３
３
８
）

野
口
礼
子

　

（９
４
３
３
）
　

北
海
道

磯
村
義
宣

　

（９
４
５
９
）
　

東
海

狩
野
真
里

　

（９
４
７
１
）
　

東
海

内
藤
弘
子

　

（９
６
２
８
）

宮
下
広
次

　

（９
６
７
３
）
　

宮
崎

井
上
信
義

　

（９
７
６
４
）
　

京
都

千
田
博
之

　

（９
９
７
５
）
　

京
都

井
本
浩
之

　

（１
０
１
０
９
）
北
九
州

井
野
記
男

　

（１
０
１
４
３
）

高
澤
佐
恵
子

（１
０
１
６
１
）

勝
俣
岩
男

　

（１
０
３
０
５
）

佐
々
木
剛

　

（１
０
４
４
４
）
京
都

田
川
芳
子

　

（１
０
４
６
４
）
関
西

深
堀
弘
泰

　

（１
０
７
５
１
）
熊
本

古
島
　
弘

　

（１
０
９
２
２
）

3 3 10

291010

松
井
　
正

岡
田
米
三

荒
賀
憲
雄

近
藤
　
昭

飯
島
絢
子

池
田
　
香

壬
生
正
子

望
月
榮
子

大
輝
　
茂

山
口
　
嘉

山
下
章
彦

高
妻
国
勝

渥
美
剛
治

渥
美
雅
子

山
本
草
子

終
身
会
員

高
橋
信
博

（１

１

０

３

９
）

（１

１

０

７
０
）

（１

１

１

７
０
）

（１

１

３

１

６
）

（１

１

４

５
０
）

（１

１

５

７
９
）

（１

１

８

１

６
）

（１

２

０

０

７
）

（１

２

３

１

１
）

（１

２

３

３

９
）

（１

２

４

４

４
）

（１

２

４

８

０
）

（１

３

０

３

８
）

（１

３

１

７
０
）

（１

３

１

７

１
）

（１

３

５

１

８
）

（７
６
２
９
）

森
田
と
し
子

広
島

関
西

京
都

関
西

京
都

東
海

宮
崎

宮
城

日本山岳会創立 1ロ ロ周年記念
◎シルクロードと

天山ヘリ・ハイキング

7月 12日 ～7月 23日  ¥520,000

◎チョー・オユーBCと
ナンパ・ラ (峠 )越え

9月 25日 ～10月 13日  ¥780,000

∠nb。 株式会社 ウェック・トレック

国土交通大臣登録旅行業 1662号
〒105-0003 東京都港区西新橋3-24-8山 内ビル4階
電話 03-3437-8848  mall info@everest.co.lp

M17

『チャンタンの蒼い空』

日本山岳会関西支部

西チベット学術登山隊2004全記録

日本山岳会100周年記念事業,関西

支部70周年記念事業としてヽ雪峰と

岩峰の 2つの初登頂及び河口慧海の

足跡調査を行い(写真地図多数入り
で216頁 にまとめた報告書が上梓さ

れた。若い隊員のレポートや、その

後発見された慧海の日記に関し高山

龍二の越境ル■卜問題の解明文もあ

り、言)をК解きの面白さもある。その他、

探検史の概略など多岐にわたる報告
は興味深い:

◆入手希望者はt郵便振込みにてt

2400円 を (1冊2000円 と送料400円 )

送金願いますふ
口座番号 : 00930-併 55950

加入者名 : 日本山岳会関西支部

◆問合せ :新井浩(T11&F猟 079蹟卜1770

図araiaack@paillrenai:grjp
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◆
探
索
山
行

「北
方
系
植
物
観
察
と
四

阿
山
登
山
」
　
　
　
　
　
科
学
委
員
会

最
近
会
員
の
中
に
も
野
草
に
関
心
の

あ
る
人
が
増
え
て
い
る
な
か
、
本
州
で

は
菅
平
で
し
か
見
ら
れ
な
い
奇
草
の
ツ

キ
ヌ
ソ
ウ

（天
然
記
念
物
）
の
観
察
と
、

中
央
分
水
嶺
上
に
位
置
す
る
四
阿
山
に

登
山
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
１８
日
０
～
１９
日
０

行
事
　
①
講
演
会
　
②
四
阿
山
登
山

講
師
　
徳
松
征
二
氏

（筑
波
大
教
授
）

予
定

費
用
　
１
万
８
千
円

集
合
　
Ｊ
Ｒ
池
袋
西
口
芸
術
劇
場
前

宿
泊
　
電
通
大
宇
宙
電
波
観
測
所
内

定
員
　
先
着
２０
名

申
込
　
６
月
１
日
ま
で
に
氏
名
、
会
員

番
号
、
連
絡
先
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
井
上
希
夫
宛

（〒
１
７
１
１
０
０
５
１
　
豊

島
区
長
崎
１
‐
２７
１
１１
　
□
０
３

１
３
９
５
５
‐
４
４
０
１
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
１
０
０
周
年
記
念
講
演
会

「山
で
の
救
急
蘇
生
を
考
え
る
」

医
療
委
員
会

「登
山

の
救
急
医
療

ハ
ン
ド
ブ

ッ

ク
」
発
刊
記
念
と
し
て
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
１
月
の
突
然
死
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
続
編
で
す
。

日
程
　
７
月
４
日
０

午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

場
所
　
東
京
体
育
館

（Ｊ
Ｒ
千
駄
ヶ
谷

駅
前
）

講
演
者
　
士心
賀
尚
子
、
恵
秀
彦

他

定
員
　
１
２
０
名

（定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
）

参
加
費
　
資
料
代
５
０
０
円

申
込
　
６
月
２０
日
ま
で
に
氏
名
、
会
員

番
号
、
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
で

以
下
ま
で

（〒
１
０
２
１
０
０

８
１
　
千
代
田
区
四
番
町
５
１

４
　
日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会

□
０
３
１
３
２
６
１
１
４
４
４
１

回
一８
８
言
〕ａ
◎
く
許
ｏ
ｏ
ｏ８
む
）

問
合
　
Ｆ
Ａ
ｘ
か
メ
ー
ル
で
野
口
い
づ
み

（□
０
４
２
４
‐
６
３
‐
２
８
７
１

回
一８
日
言
〕①
Ｑ
◎
く
一シ
〇
〇
・８
む
）

◆
「花
の
栗
駒

・
鳥
海
山
登
山
」

事
業
委
員
会

湿
原
の
花
々
を
愛
で
な
が
ら
矢
島
口

よ
り
鳥
海
山
に
登
り
、
栗
駒
山
は
須
川

温
泉
か
ら
周
回
登
山
、
新
宿
よ
り
往
復

貸
切
バ
ス
を
使
用
。

日
時
　
７
月
１６
日
０
～
１８
日
冊

集
合
　
１６
日
午
前
７
時
３０
分
　
新
宿

解
散
　
１８
日
午
後
８
時
３０
分
　
新
宿

宿
泊
　
猿
倉
温
泉
及
び
須
川
温
泉

定
員
　
２５
名

費
用
　
３
万
９
千
円
（宿
泊
、
交
通
費
）

申
込
　
６
月
１２
日
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
会
員
番
号
、
電
話

・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
、
植
木
淑

美
宛

（〒
１
９
５
‐
０
０
５
３

町
田
市
能
ヶ
谷
町
１
１
５
１
１

５４
　
□
０
４
２
１
７
３
４
１
１
４

９
８
　
図
毯
多
冒
７

Ｎ
８

０
の【二
一の
・ｏ（ド
ｂ
①
・ピ
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
海
外
ス
キ
ー
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」

事
業
委
員
会

夏
に
南
半
球
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む

日
程
　
９
月
３
日
０
～
１０
日
０

交
通
　
（往
路
）
成
田
～
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ

（復
路
）
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
～
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

～
成
田

（空
港
～
ホ
テ
ル
は
専

用
車
利
用
）

宿
泊
　
ク
ィ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
の
ホ
テ
ル

費
用
　
２５
万
５
千
円

定
員
　
１０
名

（催
行
最
低
人
員
）

申
込
　
６
月
末
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
会
員
番
号
、
電
話

ｏ
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
崎
浩
子
宛

（〒

２
３
６
‐
０
０
３
３
　
横
浜
市

金
沢
区
東
朝
比
奈
１
１
６５
１
３

□
０
４
５
１
７
８
２
１
８
７
１

２
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆

「雪
岳
山
紅
葉
山
行
」

事
業
委
員
会

「韓
国
」
雪
岳
山
主
脈
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

日
程
　
１０
月
６
日
肉
～
１０
日
ω

交
通
　
成
田
～
ソ
ウ
ル
～
寒
渓
嶺
泊

寒
渓
嶺
西
北
主
稜
～
中
青
峰
～

大
青
峰
～
中
青
峰
～
小
青
峰
～

喜
雲
閣
山
荘
泊
～
恐
竜
稜
線
縦

走
～
馬
等
嶺
～
金
剛
窟
～
飛
仙

台
～
雪
岳
泊
慰
山
岩
～
束
草
～

ソ
ウ
ル
泊
～
ソ
ウ
ル
～
成
田

費
用
　
１３
万
８
千
円

定
員
　
２０
名

（先
着
順
）

申
込
　
８
月
末
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
会
員
番
号
、
電
話

・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
崎
浩
子
宛

（〒

２
３
６
１
０
０
３
３
　
横
浜
市

金
沢
区
東
朝
比
奈
１
１
６５
１
３

□
０
４
５
１
７
８
２
‐
８
７
１
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２
）

◆
第
８
回

「森
の
勉
強
会
」
（伊
勢
神
宮

の
森
）
の
予
告
。
東
海

・
関
西
・京
都
・

広
島
４
支
部
と
自
然
保
護
委
員
会
共
催

日
本
の
平
地
に
わ
ず
か
に
残
る
常
緑

広
葉
樹
林
の
中
で
は
、
神
宮
の
森
５
５

０
０
診
が
最
大
で
す
。
古
代
森
の
面
影

を
残
す
こ
の
領
域
で
、
昨
秋
と
は
ル
ー

ト
を
変
え
て
学
習
山
行
を
し
ま
す
。

期
日
　
１１
月
１９
日
０
～
２０
日
０

集
合
　
現
地

（伊
勢
市

・
神
宮
会
館
）

定
員
　
８
名

（共
催
各
支
部
は
別
枠
）

＊
詳
細
は
７
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
美
術
ク
ラ
ブ

・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会
有
志
展

会
期
　
７
月
２８
日
肉
～
８
月
１
日
０

時
間
　
１０
時
～
１９
時

（初
日
は
１２
時
か

ら
。
最
終
日
は
１３
時
ま
で
）

会
場
　
細
川
ビ
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
葵

港
区
赤
坂
１
‐
１
‐
１６

皿
０
３
１
３
５
８
３
１
８
２
７
９

最
寄
駅
　
地
下
鉄
銀
座
線

ｏ
南
北
線

・

溜
池
山
王
駅
下
車
、
③
⑨
番
出

口
よ
り
３
分
。
丸
ノ
内
線

・
千

代
田
線
、
国
会
議
事
堂
前
駅

⑤
番
出
口
よ
り
５
分
。

＊
入
場
無
料

◆

「２
０
０
５
年
山
行
計
画
」

山
想
倶
楽
部

昨
年
は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ト
レ
ッ
キ

ン
グ

・
槍
穂
高
岳
縦
走

・
雨
飾
山

・
中

央
分
水
嶺
浅
間
ル
ー
ト

・
冬
季
蓼
科

山

・
金
峰
山
と
完
遂
し
ま
し
た
。
本
年

度
も
計
画
通
り
登
項
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
６
月
３
日
～
５
日
　
妙
高
山
、
火
打

山

（バ
ス
利
用
）

●
９
月
２
日
～
５
日
　
剣
岳
、
黒
部
川

周
辺

●
１０
月
８
日
～
１０
日
　
鳥
海
山
、
月
山

（バ
ス
利
用
）

●
１２
月
１０
日
～
１１
日
　
天
狗
岳

（忘
年

△
ム
）

●
２
月
１０
日
～
１２
日
　
八
ヶ
岳
、
赤
岳

●
３
月
１９
日
～
２１
日
　
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

新
赤
倉
温
泉

（バ
ス
利
用
）

問
合
せ
は
　
中
川
秀
利
宛

　

（□
０
３

１
３
９
９
０
１
３
２
２
２
　
□
０
３
１

３

９

９

０

１

３

２

７

４

図
●
洋
”的
”ヨ
”
０
０』
の』
①
む
）

１

日

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ー
０
０
周
年
記
念
事
業
会
計
監

査
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

会
報
委
員
会

総
務
委
員
会
　
１
０
０
周
年
フ

２

日

３

日

４

日

７

日

ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

８
日
　
常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

９
日
　
拡
大
常
務
理
事
会
　
理
事
会

つ
く
も
会
　
山
想
倶
楽
部
　
休

山
会

１０
日
　
山
の
自
然
学
研
究
会

１４
日
　
資
料

・
映
像
委
員
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ー５
日
　
百
年
史
　
事
業
委
員
会
　
山
研

委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小

委
員
会
　
九
五
会

１６
日
　
１
０
０
周
年
事
業
委
員
会
　
理

事
懇
談
会
　
三
水
会

１７
日
　
科
学
委
員
会

１８
日
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

ー９
日
　
評
議
委
員
会
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

２２
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
００
会
　
山

遊
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
　
雪
わ
り
会
　
三
水
会

２４
日
　
資
料

・
映
像
委
員
会

２８
日
　
学
生
部

２９
日
　
１
０
０
周
年
記
念
特
別
募
金
委

員
会
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業

式
典
委
員
会

３０
日
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

３１
日
　
青
年
部
　
１
０
０
周
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
委
員
会

３
月
来
室
者
６
３
８
名

¨
編
集
後
記
¨

●
創
立
１
０
０
周
年
事
業
の
作
業
が
い

よ
い
よ
大
詰
め
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
月
号
の
記
事
を
見
て
も
、
全
支
部
会

員
、
同
好
会
な
ど
も
参
加
し
て
展
開
し

て
い
る
中
央
分
水
嶺
踏
査
の
定
例
報
告

の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
集
会
の
案
内
、

会
員
募
金
の
現
状
報
告
と
御
礼
な
ど
と

増
え
て
き
ま
し
た
。

●
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
会
員
公
募
の
マ
ナ
ス

ル
登
山
隊
が
活
動
中
で
す
。
平
均
年
齢

が
６０
才
を
超
え
た
シ
エ
ア
隊
で
す
が
、

全
員
元
気
で
ル
ー
ト
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
毎
日
の
活
動
状
況
は
、
現
地
か
ら

メ
ー
ル
送
信
さ
れ
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
の
踏
査
ル
ー
ト
も
こ
ま
め
に
更
新

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
激
励
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

今
村
千
秋
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